
ド
イ
ツ
第
二
帝
制
期
の
反
セ
ム
主
義
に
対
す
る
防
衛

-
反
セ
ム
主
義
防
止
協
会
(
A
b
w
e
h
r
v
e
r
e
i
n
)
の
位
置
づ
け
-
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長
　
　
田
　
　
浩
　
　
彰

は

じ

め

に

ド
イ
ツ
第
二
帝
制
期
の
反
セ
ム
主
義
に
対
す
る
防
衛
に
つ
い
て
取
り

扱
う
場
合
'
組
織
的
防
衛
活
動
と
し
て
ま
ず
思
い
う
か
べ
ら
れ
る
の
は
'

°

　

°

ユ
ダ
ヤ
教
徒
の
ド
イ
ツ
人
に
よ
り
一
八
九
三
年
に
設
立
さ
れ
た
自
衛
組

(
-
)

織
「
ユ
ダ
ヤ
教
徒
ド
イ
ツ
国
民
中
央
協
会
」
　
〔
C
e
n
t
r
a
l
v
e
r
e
i
n

d
e
u
t
s
c
h
e
r
 
S
t
a
a
t
s
b
i
i
r
g
e
r
i
f
i
d
i
s
c
h
e
n
 
G
l
a
u
b
e
n
s
(
C
e
n
t
r
a
l
v
e
r
e
i
n
)

以
下
「
中
央
協
会
」
と
略
記
〕
で
あ
ろ
う
。
反
セ
ム
主
義
者
は
'
ユ
ダ

ヤ
教
徒
の
同
権
が
法
的
レ
ベ
ル
で
保
障
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
第
二
帝

制
期
に
お
い
て
'
ド
イ
ツ
・
ユ
ダ
ヤ
人
の
同
権
の
廃
止
や
'
彼
ら
の
排

除
を
通
し
て
こ
そ
自
分
た
ち
が
直
面
し
て
い
る
当
時
の
ア
ク
チ
ュ
ア
ル

な
社
会
問
題
が
解
決
さ
れ
う
る
と
主
張
し
'
活
動
し
た
。
「
中
央
協
会
」

は
'
そ
う
い
っ
た
反
セ
ム
主
義
運
動
に
対
し
て
'
次
の
よ
う
な
立
場
で

自
衛
活
動
を
畏
開
し
た
。
す
な
わ
ち
へ
　
自
分
た
ち
が
い
わ
ゆ
る
ド
イ
ツ

・
ユ
ダ
ヤ
人
で
は
な
く
'
ユ
ダ
ヤ
教
徒
の
ド
イ
ツ
国
民
で
あ
り
'
宗
教

の
相
違
以
外
に
何
ら
他
の
ド
イ
ツ
人
と
異
な
る
存
在
で
は
な
い
t
　
と
い

う
も
の
で
あ
る
。
ユ
ダ
ヤ
教
内
部
で
の
宗
派
上
の
対
立
が
存
在
す
る
中

で
'
異
な
っ
た
政
治
的
信
条
を
そ
れ
ぞ
れ
有
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
ド
イ

ツ
・
ユ
ダ
ヤ
教
徒
を
す
べ
て
統
合
し
た
中
央
協
会
を
目
指
し
た
こ
の
組

織
に
と
っ
て
'
「
ユ
ダ
ヤ
教
徒
の
ド
イ
ツ
人
」
と
い
う
立
場
は
'
彼
ら

を
結
び
つ
け
る
最
大
公
約
数
的
な
役
割
を
果
た
し
た
と
言
え
よ
う
。
そ

し
て
「
中
央
協
会
」
は
'
ユ
ダ
ヤ
教
内
の
宗
派
や
政
治
的
信
条
は
個
々

人
の
問
題
で
あ
る
と
し
て
干
渉
を
避
け
'
ド
イ
ツ
国
民
と
し
て
の
彼
ら

の
権
利
・
義
務
の
擁
護
の
た
め
'
ま
ず
専
ら
法
廷
で
反
セ
ム
主
義
者
ら

°

　

°

と
闘
争
す
る
と
い
う
方
法
で
'
自
衛
活
動
を
開
始
し
た
。
他
方
'
こ
れ

よ
り
先
九
〇
年
末
か
ら
九

・

　

・

　

・

　

・

自
由
主
義
者
が
前
面
に
立

年
に
か
け
て
'
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
ド
イ
ツ

°て
ユ
ダ
ヤ
教
徒
も
含
み
設
立
さ
れ
た
防
衛

(
2
)

組
織
「
反
セ
ム
主
義
防
止
教
会
」
　
〔
V
e
r
e
i
n
z
u
r
A
b
w
e
h
r
d
e
s
A
n
-

t
i
s
e
m
i
t
i
s
m
u
s
(
A
b
w
e
h
r
v
e
r
e
i
n
)
以
下
「
防
止
協
会
」
　
と
絹
記
〕
　
は



ドイツ第二市制期の反セム主義に対する防街(長田)

主
に
出
版
活
動
に
よ
-
反
セ
ム
主
義
の
論
駁
を
行
っ
た
組
織
で
あ
る
。

一
九
三
三
年
ま
で
存
続
し
た
こ
の
組
織
も
ま
た
'
ド
イ
ツ
・
ユ
ダ
ヤ
人

(

3

?

を
「
ユ
ダ
ヤ
教
徒
の
ド
イ
ツ
人
同
胞
」
で
あ
る
と
す
る
点
で
「
中
央
協

会
」
と
共
通
の
立
場
に
た
っ
た
。
と
こ
ろ
で
'
一
八
六
九
年
の
北
ド
イ

ツ
連
邦
憲
法
に
よ
り
'
市
民
権
・
公
民
権
上
の
現
存
す
る
あ
ら
ゆ
る
制

限
が
廃
止
さ
れ
'
そ
れ
が
七
l
年
の
帝
国
憲
法
に
引
き
紅
が
れ
る
こ
と

に
よ
り
'
ド
イ
ツ
の
ユ
ダ
ヤ
人
解
放
は
法
的
レ
ベ
ル
で
の
終
了
を
見
た
。

よ
っ
て
彼
ら
「
防
止
協
会
」
に
と
っ
て
反
セ
ム
主
義
運
動
は
'
あ
ら
ゆ

る
国
民
の
法
の
前
で
の
同
権
'
な
い
し
'
宗
教
信
仰
に
お
け
る
同
権
の

排
除
を
狙
う
反
文
化
的
運
動
を
意
味
し
'
そ
れ
に
対
抗
す
る
こ
と
は
'

憲
法
の
基
礎
を
ふ
ま
え
た
あ
ら
ゆ
る
人
々
'
諸
党
派
に
と
っ
て
の
義
務

(

1

一

と
な
る
。
し
か
し
'
ド
イ
ツ
・
ユ
ダ
ヤ
人
の
捉
え
方
に
関
し
同
じ
立
場

を
石
す
る
両
組
織
は
t
 
l
九
l
一
年
ま
で
は
防
衛
活
動
で
大
し
た
協
力

:
L
J
.
)
I

は
行
っ
て
い
な
い
。
そ
の
わ
け
は
活
動
路
線
の
ち
が
い
に
求
め
ら
れ
る

で
あ
ろ
う
か
。
確
か
に
'
「
防
止
協
会
」
が
そ
の
活
動
の
重
点
を
政
治

レ
ベ
ル
'
す
な
わ
ち
'
反
セ
ム
主
義
的
候
補
者
に
選
挙
で
対
抗
す
る
候

補
者
を
そ
の
政
治
的
信
条
如
何
に
か
か
わ
ら
ず
支
援
す
る
こ
と
に
置

°

　

°

き
'
そ
の
た
め
に
反
セ
ム
主
義
運
動
の
論
駁
の
た
め
の
資
料
を
主
に
出°

版
物
等
を
通
じ
て
提
供
し
て
き
た
こ
と
は
'
「
中
央
協
会
」
　
の
成
立
当

°初
の
活
動
路
線
と
は
異
な
っ
て
い
る
。
「
地
震
計
の
よ
う
な
正
確
さ
で

s
a

反
セ
ム
主
義
の
進
展
を
た
ど
っ
た
」
　
「
防
止
協
会
」
　
の
週
刊
紙
『
防
止

協
会
か
ら
の
情
報
』
　
M
i
t
t
h
e
i
l
u
n
g
e
n
 
a
u
s
 
d
e
m
 
V
e
r
e
i
n
 
z
u
r

A
v
w
e
h
r
 
d
e
s
 
A
n
t
i
s
m
i
t
i
s
m
u
s
以
下
『
情
報
』
　
と
略
記
)
　
は
'
l
八

九
三
年
三
月
二
六
日
の
「
中
央
協
会
」
　
の
成
立
に
つ
い
て
は
何
も
伝
え

M
B

て
い
な
い
。
ま
た
「
防
止
協
会
」
に
と
っ
て
'
競
合
す
る
ユ
ダ
ヤ
教
徒

の
別
組
織
の
出
現
は
ユ
ダ
ヤ
教
徒
一
般
か
ら
の
協
力
・
支
援
を
分
散
・

I
-
J
C
)

減
少
す
る
と
い
う
危
機
感
を
与
え
た
こ
と
は
否
め
な
い
。
だ
が
、
そ
れ

以
外
に
'
「
中
央
協
会
」
の
議
長
発
言
に
対
す
る
「
防
止
協
会
」
　
の
反

(
9
)

応
か
ら
察
せ
ら
れ
る
よ
う
に
'
「
防
止
協
会
」
に
は
'
ド
イ
ツ
・
ユ
ダ

ヤ
教
徒
が
ド
イ
ツ
人
と
し
て
と
い
う
よ
り
も
ユ
ダ
ヤ
人
と
し
て
何
ら
か

の
宗
教
以
外
の
集
団
を
結
成
す
る
こ
と
に
対
す
る
嫌
悪
感
や
疑
惑
が
存

在
し
て
い
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。
本
稿
の
目
的
は
'
両
協
会
の
比
較

を
念
頭
に
置
き
つ
つ
'
ド
イ
ツ
自
由
主
義
者
の
手
に
よ
っ
て
結
成
さ
れ

た
'
反
セ
ム
主
義
に
対
す
る
最
初
の
防
衛
組
織
「
防
止
協
会
」
が
究
極

・

　

・

　

・

　

・

的
に
は
何
を
防
衛
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
の
か
を
明
ら
か
に
す

る
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
か
ら
'
第
二
帝
制
期
の
反
セ
ム
主
義
に
対
す
る

防
衛
活
動
の
中
で
の
「
防
止
協
会
」
　
の
位
置
づ
け
'
さ
ら
に
'
解
放
を

擁
護
し
た
一
九
世
紀
ド
イ
ツ
自
由
主
義
者
の
思
想
と
の
関
連
を
さ
ぐ
る

も
の
で
あ
る
。

読
(
-
)
　
こ
の
組
織
に
関
し
て
は
'
以
下
を
参
照
　
I
s
m
a
r
 
S
c
h
o
r
s
c
h
,

J
e
w
i
s
h
 
R
e
a
c
t
i
o
n
s
 
t
o
 
G
e
r
m
a
n
 
A
n
t
i
-
S
e
m
i
t
i
s
m
.
1
8
7
0
-
1
9
1
4
,

N
e
w
Y
o
r
k
&
L
o
n
d
o
n
1
9
7
2
.
J
e
h
u
d
a
R
e
i
n
h
a
r
z
,
F
a
t
h
e
r
l
a
n
d
o
r

P
r
o
m
i
s
e
d
 
L
a
n
d
.
T
h
e
 
D
i
l
e
m
m
a
 
o
f
 
G
e
r
m
a
n
 
J
e
w
,
1
8
9
3
-
1
9
1
4
,

M
i
c
h
i
g
a
n
1
9
7
5
.
S
a
n
f
o
r
d
 
R
a
g
i
n
s
,
J
e
w
i
s
h
 
R
e
s
p
o
n
s
e
s
 
t
o
 
A
n
-

t
i
s
e
m
i
t
i
s
m
 
i
n
 
G
e
r
m
a
n
y
,
1
8
7
0
-
1
9
1
4
,
P
h
.
D
.
D
i
s
s
.
,
B
r
a
n
d
e
i
s

U
n
i
v
.
1
9
7
2
.
M
a
r
j
o
r
i
e
L
a
m
b
e
r
t
i
,
J
e
w
i
s
h
A
c
t
i
v
i
s
m
i
n
l
m
p
e
r
i
a
l

G
e
r
m
a
n
y
.
T
h
e
S
t
r
u
g
g
l
e
f
o
r
C
i
v
i
l
E
q
u
a
l
i
t
y
,
N
e
w
H
a
v
e
n
&
L
o
n
-
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d
o
n
　
1
9
7
8
.
A
r
n
o
r
d
 
P
a
u
c
k
e
r
,
,
,
Z
u
r
 
P
r
o
b
l
e
m
a
t
i
k
 
e
i
n
e
r

j
i
i
d
i
s
c
h
e
n
 
A
b
w
e
h
r
s
t
r
a
t
e
g
i
e
 
i
n
 
d
e
r
 
d
e
u
t
s
c
h
e
n
 
G
e
s
e
l
l
s
c
h
a
f
t
'
.
,

i
n
:
　
W
.
E
.
M
o
s
s
e
 
u
.
A
.
P
a
u
c
k
e
r
(
H
g
.
)
,
J
u
d
e
n
 
i
m
 
W
i
l
h
e
1
-

m
i
n
i
s
c
h
e
n
D
e
u
t
s
c
h
l
a
n
d
1
8
9
0
-
1
9
1
4
,
T
u
b
i
n
g
e
n
.
1
9
7
6
.
E
v
y
a
t
a
r

F
r
i
e
s
e
l
,
"
T
h
e
 
P
o
l
i
t
i
c
a
l
 
a
n
d
 
I
d
e
o
l
o
g
i
c
a
l
 
D
e
v
e
l
o
p
m
e
n
t
 
o
f
t
h
e

C
e
n
t
r
a
l
v
e
r
e
i
n
 
b
e
f
o
r
e
1
9
1
4
"
,
i
n
:
Y
e
a
r
 
B
o
o
k
(
L
e
o
 
B
a
e
c
k
 
l
n
-

s
t
i
t
u
t
e
)
3
1
(
1
9
8
6
)
.
拙
稿
「
ド
イ
ツ
第
二
帝
制
期
の
反
セ
ム
主
義
に
対

す
る
ユ
ダ
ヤ
人
の
対
応
-
ユ
ダ
ヤ
教
徒
ド
イ
ツ
国
民
中
央
協
会
(
c
V
)

を
通
じ
て
-
」
『
西
洋
史
学
報
』
(
広
島
大
)
一
三
(
一
九
八
七
)
0

(
2
)
　
こ
の
組
織
に
関
し
て
は
'
B
a
r
b
a
r
a
 
S
u
c
h
y
,
 
"
T
h
e
 
V
e
r
e
i
n
 
z
u
r

A
b
w
e
h
r
d
e
s
A
n
t
i
s
e
m
i
t
i
s
m
u
s
(
I
)
.
F
r
o
m
i
t
s
B
e
g
i
n
n
i
n
g
s
t
o
t
h
e

F
i
r
s
t
 
W
o
r
l
d
 
W
a
r
"
,
i
n
:
Y
e
a
r
 
B
o
o
k
(
L
e
o
 
B
a
e
c
k
 
I
n
s
t
i
t
u
t
e
)
2
8

(
1
9
8
3
)
.
D
e
r
s
.
,
"
T
h
e
V
e
r
e
i
n
z
u
r
A
b
w
e
h
r
d
e
s
A
n
t
i
s
e
m
i
t
i
s
m
u
s

(
I
I
)
-
F
r
o
m
t
h
e
F
i
r
s
t
W
o
r
l
d
W
a
r
t
o
i
t
s
D
i
s
s
o
l
u
t
i
o
n
i
n
1
9
3
3
"
,
i
n

E
b
e
n
d
a
,
3
0
　
(
1
9
8
5
)
.
で
詳
細
に
分
析
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
t

S
c
h
o
r
s
c
h
,
a
.
a
.
O
.
,
S
.
7
9
-
1
0
1
.
R
i
c
h
a
r
d
S
.
L
e
v
y
,
T
h
e
D
o
w
n
f
a
l
l
o
f

t
h
e
A
n
t
i
-
S
e
m
i
t
i
c
P
o
l
i
t
i
c
a
l
P
a
r
t
i
e
s
i
n
l
m
p
e
r
i
a
l
G
e
r
m
a
n
y
,
N
e
w

H

a

v

e

n

&

L

o

n

d

o

n

1

9

7

5

,

S

.

1

4

6

-

1

5

3

.

を

参

照

.

(
c
o
)
　
M
i
t
t
h
e
i
l
u
n
g
e
n
 
a
u
s
 
d
e
m
 
V
e
r
e
i
n
 
z
u
r
 
A
b
w
e
h
r
 
d
e
s
 
A
n
-

t
i
s
e
m
i
t
i
s
m
u
s
(
以
下
M
V
A
と
略
記
)
1
8
9
1
.
N
r
.
4
S
.
I
.

(
-
*
)
　
M
V
A
,
1
8
9
1
.
N
r
.
1
S
.
I
.

(
5
)
　
「
中
央
協
会
」
が
防
衛
活
動
で
'
「
防
止
協
会
」
と
同
じ
く
'
反
セ
ム

主
義
的
候
補
者
当
選
阻
止
を
行
い
始
め
た
の
ち
両
者
は
そ
の
た
め
に
共

同
で
基
金
を
設
立
す
る
よ
う
に
な
っ
た
　
S
u
c
h
y
,
a
.
a
.
0
.
,
(
I
)
,
S
.
2
1
3
.

S
c
h
o
r
s
c
h
,
a
.
a
.
O
.
,
S
.
1
0
0
.

(
<
o
)
　
S
u
c
h
y
,
a
.
a
.
0
.
,
(
I
)
,
S
.
2
3
7
.

(
7
)
　
九
三
年
初
頭
出
版
さ
れ
ユ
ダ
ヤ
人
に
自
衛
を
呼
び
か
け
た
F
.
S
i
m
o
n
,

W
e
h
r
t
E
u
c
h
!
!
E
i
n
M
a
h
n
w
o
r
t
a
n
d
i
e
J
u
d
e
n
,
B
e
r
l
i
n
1
8
9
3
.
に
は

賛
同
の
意
が
示
さ
れ
'
同
年
l
月
末
著
名
な
ユ
ダ
ヤ
人
ら
に
よ
り
結
成

さ
れ
た
「
反
セ
ム
主
義
的
攻
撃
防
止
委
員
会
」
　
に
は
味
方
と
し
て
賛
同

の
声
明
が
出
さ
れ
て
い
る
　
M
V
A
,
1
8
9
3
,
S
.
4
5
,
7
2
.

(
o
o
)
　
S
c
h
o
r
s
c
h
,
a
.
a
.
D
.
,
S
.
9
4
-
9
5
,
S
u
c
h
y
,
a
.
a
.
0
.
,
(
I
)
,
S
.
2
1
3
.

(
9
)
　
本
論
に
先
だ
ち
一
例
を
示
す
と
'
「
中
央
協
会
」
　
の
議
長
M
・
メ
ン

デ
ル
ゾ
ー
ン
が
九
三
年
末
の
総
会
で
'
い
ず
れ
「
中
央
協
会
」
と
し
て

機
関
紙
を
発
行
す
る
と
述
べ
た
こ
と
に
対
し
'
「
防
止
協
会
」
は
t
　
も

し
そ
れ
が
ユ
ダ
ヤ
教
徒
と
し
て
の
観
点
か
ら
の
も
の
で
な
く
'
政
治
的

雑
誌
な
ら
ば
'
そ
れ
は
'
ユ
ダ
ヤ
人
の
宗
教
的
な
集
ま
-
か
ら
政
治
的

な
集
ま
り
を
作
-
出
す
こ
と
に
な
る
。
そ
う
い
っ
た
集
ま
り
は
'
今
の

ユ
ダ
ヤ
人
が
そ
う
で
は
な
い
だ
け
で
な
く
'
そ
う
あ
っ
て
は
な
ら
な
い

も
の
で
あ
る
t
　
と
述
べ
　
て
い
る
　
M
V
A
,
1
8
9
4
,
S
.
5
2
.
M
.

M
e
n
d
e
l
s
o
h
n
,
D
i
e
 
P
f
l
i
c
h
t
 
d
e
r
 
S
e
l
b
s
t
v
e
r
t
h
e
i
d
i
g
u
n
g
,
B
e
r
l
i
n

1
8
9
4
,
S
.
2
7
.

一
'
ユ
ダ
ヤ
人
解
放
と
反
セ
ム
主
義

こ
の
「
防
止
協
会
」
が
成
立
す
る
一
八
九
〇
年
に
は
'
リ
ー
バ
ー
マ

ン
・
フ
　
ォ
　
ン
・
ゾ
　
ン
ネ
　
ン
　
ベ
　
ル
　
ク
　
の
ド
イ
　
ツ
社
会
党

D
e
u
t
s
c
h
s
o
z
i
a
l
e
P
a
r
t
e
i
)
と
オ
ッ
ト
-
・
ベ
ッ
ケ
ル
の
反
セ
ム
主
義

人
民
党
(
A
n
t
i
s
e
m
i
t
i
s
c
h
e
 
V
o
l
k
s
p
a
r
t
e
i
)
と
い
う
'
反
セ
ム
主
義
の

み
を
綱
領
に
持
つ
政
党
が
成
立
し
て
い
る
。
そ
の
前
年
に
は
'
ポ
ー
フ
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ム
て
反
セ
ム
主
義
諾
ゲ
ル
-
.
ブ
が
集
ま
っ
て
大
会
が
閃
か
れ
、
そ
の
中

で
は
次
の
よ
う
な
彼
ら
の
基
本
点
の
一
致
が
見
ら
れ
た
。
す
な
わ
ち
'

数
千
年
来
の
歴
史
に
よ
り
民
族
へ
の
同
化
が
不
可
能
で
あ
る
こ
と
を
示

し
て
き
た
ユ
ダ
ヤ
民
族
は
'
「
我
々
の
内
申
の
棟
」
　
で
あ
り
'
我
が
民

族
は
蝕
ま
れ
'
悪
化
さ
れ
'
我
々
の
法
や
秩
序
は
穴
だ
ら
け
に
さ
れ
た
。

よ
っ
て
社
会
的
・
経
済
的
な
領
域
す
べ
て
に
お
い
て
'
国
際
的
ユ
ダ
ヤ

民
族
が
'
民
族
や
国
家
に
対
し
て
及
ぼ
す
有
害
で
危
険
な
影
響
と
法
的

手
段
で
戦
い
'
ユ
ダ
ヤ
人
問
題
に
つ
い
て
ド
イ
ツ
民
族
を
啓
蒙
L
t
ユ

ダ
ヤ
資
本
の
驚
異
的
蓄
積
に
対
し
て
政
府
に
国
際
的
協
定
を
締
結
さ
せ

る
こ
と
が
自
ら
の
義
務
で
あ
る
。
ま
た
'
「
資
本
と
労
働
」
と
の
対
立

に
基
づ
く
社
会
問
題
の
解
決
策
と
し
て
社
会
改
革
が
と
な
え
ら
れ
'
そ

こ
で
は
'
絞
り
取
る
だ
け
で
価
値
あ
る
生
産
を
行
わ
な
い
ユ
ダ
ヤ
民
族

に
手
を
貸
し
'
創
造
的
で
公
正
に
働
く
ド
イ
ツ
人
を
激
し
く
傷
つ
け
る

あ
ら
ゆ
る
自
由
の
制
限
が
要
求
さ
れ
'
具
体
的
に
は
'
国
家
社
会
主
義

的
(
s
t
a
a
t
s
s
o
z
i
巴
i
s
t
i
s
c
h
)
処
置
'
金
融
市
場
で
の
活
動
の
制
限
'
勝

手
気
ま
ま
な
営
業
の
自
由
の
破
棄
な
い
し
制
限
'
「
信
用
で
き
な
い
競

争
相
手
」
や
耳
地
ブ
。
-
カ
ー
」
'
「
高
利
貸
」
に
対
す
る
保
護
が
要

求
さ
れ
て
い
た
。
こ
こ
に
は
'
解
放
に
よ
っ
て
'
ユ
ダ
ヤ
人
は
ド
イ
ツ

国
民
に
同
化
す
る
ど
こ
ろ
か
'
逆
に
'
民
族
内
民
族
と
し
て
'
ま
た
資

本
主
義
化
の
代
表
的
存
在
と
し
て
ド
イ
ツ
国
民
を
支
配
し
よ
う
と
し
て

い
る
の
で
あ
る
か
ら
'
金
融
業
者
'
土
地
ブ
ロ
ー
カ
ー
と
い
っ
た
彼
ら

°

　

°

が
「
ユ
ダ
ヤ
人
」
と
見
倣
す
者
た
ち
の
排
除
に
よ
っ
て
こ
そ
'
社
会
改

革
が
な
さ
れ
'
問
題
が
解
決
し
う
る
の
で
あ
る
と
い
っ
た
主
張
が
見
ら

れ
る
。
こ
う
い
っ
た
「
ユ
ダ
ヤ
人
に
よ
る
支
配
か
ら
の
解
放
」
を
唱
え

る
反
セ
ム
主
義
は
ど
の
よ
う
に
し
て
生
ま
れ
て
き
た
か
を
考
え
る
E
t

ド
イ
ツ
に
お
け
る
ユ
ダ
ヤ
人
解
放
過
程
の
特
色
と
'
「
解
放
」
が
何
を

求
め
た
も
の
で
あ
っ
た
か
が
'
ま
ず
考
案
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
社
会
で
そ
れ
ま
で
維
持
さ
れ
て
い
た
キ
リ
ス
ト
教
を
基

本
原
理
と
す
る
身
分
制
秩
序
が
崩
壊
あ
る
い
は
動
揺
し
'
市
民
社
会
と

国
民
国
家
形
成
へ
の
発
展
が
始
ま
る
と
'
そ
こ
へ
'
ユ
ダ
ヤ
教
徒
を
ど

の
よ
う
に
位
置
づ
け
る
か
が
問
題
と
な
っ
て
く
る
。
彼
ら
を
放
逐
す
る

と
い
う
中
世
を
通
じ
て
繰
-
返
さ
れ
た
措
置
が
不
可
能
で
あ
り
'
ま
た

市
民
社
会
の
基
本
原
理
に
反
す
る
と
す
れ
ば
'
ま
た
'
法
的
に
外
国
籍

を
有
す
る
わ
け
で
も
な
い
異
質
の
社
会
集
団
の
存
在
が
近
代
国
民
国
家

の
原
則
に
反
す
る
以
上
'
彼
ら
ユ
ダ
ヤ
教
徒
は
市
民
と
し
て
迎
え
入
れ

ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
'
彼
ら
に
近
代
国
家
の
市
民
た
り
う
る

前
提
が
あ
る
の
か
。
す
な
わ
ち
'
彼
ら
の
同
化
は
可
能
で
あ
る
の
か
。

こ
れ
が
「
』
ダ
ヤ
人
問
題
」
の
出
発
点
で
あ
り
'
ま
た
そ
の
基
本
点
で

も
あ
っ
た
。
そ
の
こ
と
は
'
ド
イ
ツ
で
こ
の
問
題
に
関
し
て
議
論
を
巻

き
起
こ
す
こ
と
と
な
っ
た
プ
ロ
イ
セ
ン
の
官
僚
u
-
」
　
ド
ー
ム
が
一

七
八
一
年
に
著
し
た
『
ユ
ダ
ヤ
人
の
市
民
的
改
善
に
つ
い
て
』
　
の
中
で

も
見
ら
れ
る
。
そ
こ
で
は
'
ま
ず
'
ユ
ダ
ヤ
人
が
人
間
と
し
て
他
の
あ

ら
ゆ
る
人
々
と
同
じ
待
遇
を
受
け
る
権
利
を
有
す
る
こ
と
'
そ
し
て
次

に
'
市
民
的
解
放
の
結
果
な
い
し
そ
の
手
段
と
し
て
'
彼
ら
の
生
活
が
'

社
会
全
体
の
成
員
に
固
有
の
諸
々
の
義
務
や
機
会
に
適
合
し
て
い
く
た

(

3

)

め
に
へ
改
善
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
t
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
す
な

わ
ち
'
ユ
ダ
ヤ
人
解
放
は
異
質
な
存
在
と
し
て
の
彼
ら
の
'
周
囲
の
社

°

　

°

会
へ
の
統
合
と
し
て
で
は
な
く
'
彼
ら
の
そ
れ
へ
の
同
化
と
し
て
考
え
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ら
れ
て
い
た
の
で
あ
り
'
そ
の
た
め
の
改
善
が
可
能
か
否
か
に
重
点
が

K
S

置
か
れ
て
議
論
が
行
わ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
ド
ー
ム
に
代
表
さ

れ
る
啓
蒙
主
義
的
ユ
ダ
ヤ
人
解
放
論
は
一
九
世
紀
の
自
由
主
義
的
な
そ

れ
に
引
き
継
が
れ
て
い
く
が
'
そ
う
い
っ
た
解
放
擁
護
論
者
に
と
っ
て

も
'
ユ
ダ
ヤ
人
問
題
は
'
キ
-
ス
ト
教
社
会
に
巣
食
う
寄
生
的
存
在
と

し
て
の
ユ
ダ
ヤ
人
の
道
徳
的
退
廃
の
問
題
と
し
て
捉
え
ら
れ
'
そ
の
よ

う
な
状
態
か
ら
ユ
ダ
ヤ
人
を
立
ち
直
ら
せ
'
文
明
化
し
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

社
会
に
吸
収
・
同
化
す
る
こ
と
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
に
負
わ
さ
れ
た
義

務
」
と
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
そ
の
場
合
'
「
彼
ら
が
道
徳
的

に
退
廃
す
る
に
至
っ
た
原
因
は
'
」
「
彼
ら
が
キ
リ
ス
ト
教
的
周
囲
世
界

か
ら
遮
断
・
隔
離
さ
れ
'
文
明
の
恩
恵
に
浴
す
る
こ
と
な
く
金
融
業
な

I
u
"
.
J

ど
の
卑
し
む
べ
き
生
業
に
の
み
従
事
し
て
い
た
こ
と
に
あ
る
と
さ
れ
」

た
。
つ
ま
り
'
ユ
ダ
ヤ
人
を
そ
の
よ
う
に
し
た
の
は
キ
リ
ス
ト
教
的
支

配
者
の
ユ
ダ
ヤ
人
特
別
法
や
教
会
に
よ
る
差
別
・
迫
害
で
あ
り
'
ユ
ダ

ヤ
人
の
矯
正
の
た
め
に
'
彼
ら
に
対
す
る
差
別
の
撤
廃
と
市
民
的
再
教

育
が
解
放
擁
護
者
に
よ
っ
て
要
求
さ
れ
て
く
る
。
解
放
反
対
者
が
ユ
ダ

ヤ
人
の
特
殊
な
経
済
的
役
割
や
強
調
さ
れ
た
彼
ら
の
集
団
的
連
帯
'
す

な
わ
ち
他
国
の
ユ
ダ
ヤ
人
と
の
結
び
つ
き
な
ど
を
引
き
合
い
に
出
す

と
'
擁
護
者
は
'
そ
れ
ら
は
ゲ
ッ
ト
ー
時
代
の
残
淳
で
あ
り
'
法
的
・

政
治
的
同
権
化
が
達
成
さ
れ
れ
ば
'
消
滅
す
る
で
あ
ろ
う
と
強
調
し
た
。

そ
こ
に
は
'
ユ
ダ
ヤ
人
と
い
う
存
在
の
集
団
的
特
質
そ
の
も
の
は
好
ま

し
く
な
い
も
の
で
あ
り
'
そ
の
特
質
は
'
完
全
な
解
放
の
保
証
に
よ
っ

て
消
え
去
る
は
ず
の
も
の
だ
と
い
う
考
え
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
そ
の
上

に
'
「
ユ
ダ
ヤ
人
は
完
全
な
解
放
に
至
る
過
臣
で
徹
底
的
に
矯
正
さ
れ

ね
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
考
え
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
も
否
め
な
い
。

よ
っ
て
彼
ら
の
間
で
も
'
「
拘
束
は
一
挙
に
排
除
さ
れ
る
も
の
で
な
く
'

X
X

た
だ
徐
々
に
緩
め
ら
れ
る
べ
き
」
も
の
と
さ
れ
て
い
た
。
そ
ん
な
中
で
'

ド
イ
ツ
に
お
け
る
ユ
ダ
ヤ
人
解
放
過
程
が
'
フ
ラ
ン
ス
で
の
一
回
き
-

の
決
定
で
の
解
放
と
は
異
な
-
'
ナ
ポ
レ
オ
ン
戦
争
以
降
始
ま
-
'
ウ

ィ
ー
ン
体
制
下
と
三
月
革
命
挫
折
後
に
二
度
の
解
放
進
展
に
対
す
る
反

動
期
を
経
た
後
t
 
l
八
六
九
年
の
北
ド
イ
ツ
連
邦
憲
法
に
お
け
る
規
定

を
通
じ
て
よ
う
や
く
終
了
し
'
第
二
帝
制
へ
と
受
け
継
が
れ
る
と
い
う

・

　

・

　

・

　

・

粁
余
曲
折
を
経
た
こ
と
は
'
次
の
よ
う
な
考
え
を
社
会
に
根
づ
か
せ
て

い
っ
た
と
は
言
え
ま
い
か
。
す
な
わ
ち
'
解
放
は
様
々
な
条
件
な
い
し

状
況
の
変
化
に
左
右
さ
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
'
ユ
ダ
ヤ
人
自
ら
の
市
民

と
し
て
の
資
質
の
改
善
の
達
成
度
に
よ
っ
て
も
左
右
さ
れ
う
る
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
'
ユ
ダ
ヤ
人
解
放
が
'
人
権
に
根
ざ
し
た
も
の

と
.
い
う
よ
り
は
キ
リ
ス
ト
教
社
会
か
ら
与
え
ら
れ
る
恩
恵
的
な
も
の
で

あ
-
'
「
将
来
に
期
待
さ
れ
る
貢
献
に
た
い
す
る
前
払
い
な
し
は
社
会

(

7

)

的
に
正
し
い
立
居
振
舞
に
た
い
す
る
報
佑
」
だ
と
す
る
考
え
方
で
あ

る
。
よ
っ
て
事
情
が
変
わ
る
か
'
あ
る
い
は
ユ
ダ
ヤ
人
が
承
認
さ
れ
た

権
利
に
ふ
さ
わ
し
く
な
い
と
判
明
す
る
や
い
な
や
解
放
は
い
つ
で
も
破

棄
し
う
る
の
で
あ
り
'
彼
ら
は
多
数
者
の
期
待
に
答
え
る
こ
と
に
よ
り

解
放
の
実
を
あ
げ
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
。
ド
イ
ツ
・
ユ
ダ
ヤ
教

E
l

徒
の
側
で
も
こ
の
い
わ
ゆ
る
「
改
善
」
　
へ
の
努
力
が
な
さ
れ
て
い
く
。

宗
教
面
で
は
'
一
九
世
紀
に
始
ま
る
ユ
ダ
ヤ
教
改
革
運
動
に
よ
り
'
ユ

ダ
ヤ
教
の
儀
式
行
為
の
外
見
が
で
き
る
だ
け
キ
リ
ス
ト
教
の
そ
れ
に
近

づ
け
ら
れ
る
こ
と
が
目
指
さ
れ
へ
　
こ
の
改
革
派
ユ
ダ
ヤ
教
は
ド
イ
ツ
で
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K
H

は
大
い
に
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
く
。
し
か
し
'
職
業
分
布
で
は
'
一
八

九
〇
年
代
半
ば
に
お
い
て
も
'
ド
イ
ツ
全
体
と
比
べ
て
集
団
と
し
て
の

ユ
ダ
ヤ
教
徒
に
は
'
商
業
に
占
め
る
割
合
の
高
さ
と
農
業
に
占
め
る
割

り
耶
爪

合
の
低
さ
と
い
う
特
徴
が
依
然
と
し
て
見
ら
れ
る
。
そ
の
こ
と
に
関
し

て
は
'
ユ
ダ
ヤ
人
解
放
過
程
が
ド
イ
ツ
に
お
い
て
は
'
「
静
態
的
な
経

済
秩
序
を
伴
っ
た
身
分
的
-
団
体
的
に
編
成
さ
れ
た
社
会
か
ら
成
立
し

l;)

つ
つ
あ
る
工
業
的
-
資
本
主
義
的
競
争
社
会
」
　
へ
の
移
行
期
で
あ
っ
た

こ
と
'
ま
た
'
彼
ら
ユ
ダ
ヤ
教
徒
が
'
そ
れ
ま
で
の
伝
統
的
営
利
活
動

を
通
じ
て
こ
の
新
た
な
発
展
に
対
し
て
相
対
的
に
有
利
な
位
置
に
い
た

こ
と
'
こ
れ
ら
二
点
を
考
慮
に
入
れ
れ
ば
'
手
工
業
や
農
業
へ
の
職
業

変
え
と
い
っ
た
長
期
的
に
見
て
将
来
性
の
な
い
い
わ
ば
逆
行
的
な
傾
向

が
彼
ら
に
浸
透
す
る
と
期
待
す
る
こ
と
こ
そ
が
無
理
で
あ
っ
た
と
い
え

'
!
J
)

よ
う
。
ま
た
'
彼
ら
は
'
他
の
住
民
諸
集
団
よ
り
は
る
か
に
高
い
度
合

(
1
3
)

で
都
市
に
'
と
り
わ
け
大
都
市
に
居
住
し
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
こ
と
は
'

ま
さ
に
ユ
ダ
ヤ
教
徒
が
社
会
集
団
と
し
て
、
リ
ベ
ラ
ル
で
資
本
主
義
的

な
経
済
シ
ス
テ
ム
と
市
民
的
近
代
性
の
'
ま
た
'
空
間
的
社
会
的
流
動

性
の
代
表
的
存
在
で
あ
る
と
い
う
印
象
を
人
々
に
与
え
る
こ
と
に
な
っ

2
た
。
そ
れ
は
'
一
八
五
〇
年
代
以
来
、
産
業
革
命
の
持
続
的
好
況
や
農

業
の
長
期
的
好
況
に
よ
る
発
展
を
経
験
し
て
い
た
国
家
統
一
過
程
の
ド

イ
ツ
で
は
'
さ
ほ
ど
問
題
と
は
な
ら
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
'

リ
ベ
ラ
ル
で
資
本
主
義
的
な
経
済
・
社
会
秩
序
が
よ
う
や
く
完
成
に
漕

ぎ
つ
け
つ
つ
あ
っ
た
七
〇
年
代
初
頭
の
ド
イ
ツ
を
襲
っ
た
七
三
年
か
ら

の
恐
慌
。
ま
た
'
生
産
・
輸
送
費
の
低
下
に
よ
る
ア
メ
リ
カ
か
ら
の
穀

物
へ
　
近
代
化
の
た
め
の
資
金
調
達
の
手
段
と
し
て
の
ロ
シ
ア
の
穀
物
輪

出
な
ど
が
ド
イ
ツ
農
業
を
圧
迫
し
て
引
き
起
こ
し
た
七
〇
年
代
後
半
の

構
造
的
農
業
不
況
。
こ
う
い
っ
た
状
況
に
お
い
て
広
範
な
住
民
の
各
層

が
直
面
し
た
諸
問
題
は
'
そ
れ
ま
で
ユ
ダ
ヤ
人
に
閉
ざ
さ
れ
て
い
た
職

業
に
ユ
ダ
ヤ
人
と
い
う
競
争
者
が
出
現
し
た
こ
と
に
よ
り
引
き
起
こ
さ

れ
た
一
般
的
と
は
見
徹
さ
れ
な
い
困
難
と
結
び
つ
け
ら
れ
'
資
本
主
義

化
に
よ
り
脅
か
さ
れ
た
社
会
層
や
急
進
的
な
理
論
言
家
た
ち
に
よ
り
一

般
化
の
道
を
た
ど
る
。
す
な
わ
ち
'
身
分
制
社
会
に
お
け
る
ユ
ダ
ヤ
人

高
利
貸
の
像
は
市
民
社
会
に
お
け
る
資
本
家
の
像
へ
と
転
換
し
'
反
ユ

ダ
ヤ
的
な
ル
サ
ン
チ
マ
ン
は
反
資
本
主
義
的
ル
サ
ン
チ
マ
ン
と
不
可
分

の
も
の
と
な
る
。
我
々
の
経
済
的
困
窮
は
ユ
ダ
ヤ
人
の
解
放
に
起
因
す

る
。
彼
ら
は
我
々
が
与
え
た
恩
恵
に
対
し
て
当
然
示
す
べ
き
同
化
を
な

す
ど
こ
ろ
か
そ
れ
を
利
用
し
て
我
々
を
支
配
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
こ

う
い
っ
た
主
張
が
'
社
会
全
体
を
襲
っ
た
危
機
の
も
と
で
、
正
当
な
も

の
で
あ
る
と
い
う
外
観
を
与
え
ら
れ
て
い
っ
た
。
こ
う
し
て
'
ユ
ダ
ヤ

教
徒
の
市
民
社
会
へ
の
解
放
と
い
う
ユ
ダ
ヤ
人
問
題
が
法
的
レ
ベ
ル
で

解
放
さ
れ
た
後
に
'
新
た
な
ユ
ダ
ヤ
人
問
題
'
す
な
わ
ち
こ
う
い
っ
た

「
ユ
ダ
ヤ
人
か
ら
の
瑠
聖
を
要
求
す
る
反
セ
ム
主
義
が
生
じ
る
こ
と

に
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
反
セ
ム
主
義
を
利
用
す
れ
ば
'
資
本
主

義
的
経
済
秩
序
そ
の
も
の
で
な
く
'
資
本
主
義
の
精
神
や
銀
行
'
取
引

所
を
攻
撃
で
き
る
わ
け
で
'
こ
の
ユ
ダ
ヤ
人
へ
の
攻
撃
は
'
プ
ロ
イ
セ

ン
ー
ド
イ
ツ
官
憲
国
家
に
と
っ
て
危
険
の
な
い
許
容
し
う
る
反
対
行
動

3
旧
[

の
形
態
で
あ
っ
た
だ
け
で
な
く
'
そ
れ
を
安
定
化
さ
せ
る
の
に
一
役
買

っ
た
と
言
え
る
。
反
セ
ム
主
義
は
'
「
保
守
的
た
る
こ
と
な
し
に
反
リ

ベ
ラ
ル
で
あ
り
'
反
社
会
主
義
的
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
革
命
的
た
る
こ
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と
な
し
に
反
資
本
主
義
的
傾
向
を
示
し
た
。
そ
れ
は
宗
教
に
縛
ら
れ
る

こ
と
な
し
に
反
唯
物
主
義
的
で
あ
っ
た
。
要
す
る
に
そ
れ
は
多
様
な
彩

り
を
有
す
る
ア
ン
チ
の
運
動
で
あ
っ
て
」
「
『
ユ
ダ
ヤ
人
問
題
の
解
決
』

の
要
求
の
一
点
に
お
い
て
の
み
結
ば
れ
あ
っ
て
い
た
」
と
い
う
研
究
者

」
)

R
・
-
ユ
ー
ル
プ
の
表
現
は
非
常
に
的
確
で
あ
る
と
言
え
る
。
八
〇
年

代
初
頭
は
'
A
・
シ
ュ
テ
ッ
カ
ー
の
キ
リ
ス
ト
教
社
会
党
に
よ
る
反
ユ

ダ
ヤ
的
な
ベ
ル
-
ン
運
動
や
そ
れ
と
前
後
し
た
諸
々
の
反
セ
ム
主
義
的

団
体
の
成
立
'
八
一
年
の
二
二
五
'
〇
〇
〇
人
ほ
ど
も
署
名
を
集
め
た

反
セ
ム
主
義
者
の
請
願
と
い
っ
た
よ
う
に
'
反
セ
ム
主
義
運
動
の
高
揚

5

し
た
時
代
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
一
度
鎮
静
化
し
た
後
'
九
〇
年
代
初
頭

に
再
び
高
揚
期
を
迎
え
る
。
一
八
八
九
年
の
ヴ
イ
ル
ヘ
ル
ム
二
世
の
即

位
と
九
〇
年
の
ビ
ス
マ
ル
ク
の
失
脚
へ
「
新
航
路
」
を
迎
え
た
ド
イ
ツ

で
は
'
対
外
的
に
植
民
地
獲
得
'
国
内
的
に
大
工
業
の
カ
ル
テ
ル
・
コ

ン
ツ
ェ
ル
ン
化
に
よ
っ
て
「
新
航
路
」
　
で
独
占
企
業
層
の
求
め
た
保
護

関
税
の
引
き
下
げ
は
'
農
業
'
と
く
に
ド
イ
ツ
東
部
の
そ
れ
に
傷
手
を

与
え
'
同
時
に
中
小
職
人
層
を
圧
迫
し
'
独
占
企
業
の
繁
栄
や
社
会
主

義
者
鎮
圧
法
の
期
限
切
れ
で
始
ま
る
S
P
D
の
政
治
進
出
の
中
で
'
中

間
層
の
不
満
を
高
め
る
こ
と
に
な
る
。
こ
う
い
っ
た
こ
と
を
背
景
と
し

S
)

て
'
再
び
反
セ
ム
主
義
運
動
は
高
ま
り
を
み
せ
た
。
反
セ
ム
主
義
者
ら

の
問
で
も
冒
頭
で
も
述
べ
た
ボ
ー
フ
ム
で
の
大
会
以
後
'
二
つ
の
政
党

を
生
む
こ
と
に
な
っ
た
。
以
前
の
請
願
と
い
う
方
法
に
変
わ
っ
て
'
彼

ら
は
ユ
ダ
ヤ
人
問
題
の
解
決
を
議
会
に
求
め
'
独
自
の
政
党
形
成
に
よ

UⅦ[

-
'
反
セ
ム
主
義
立
法
制
定
を
狙
い
始
め
た
の
で
あ
っ
た
。
一
八
九
〇

年
の
ラ
イ
ヒ
議
会
選
挙
で
は
'
両
党
は
四
七
'
五
三
六
票
を
得
て
五
議

席
を
確
保
し
'
次
の
九
三
年
の
選
挙
で
は
二
六
三
'
八
六
一
票
二
六

議
席
へ
と
力
を
の
ば
し
た
。
ま
た
へ
保
守
党
も
九
二
年
に
そ
の
綱
領
に

反
セ
ム
主
義
の
定
式
を
盛
り
込
み
、
大
衆
政
党
へ
の
脱
皮
を
は
か
っ

P唖C

た
。
こ
う
い
っ
た
政
治
レ
ベ
ル
の
反
セ
ム
主
義
の
進
出
に
対
し
'
ド
イ

ツ
自
由
主
義
者
が
中
心
と
な
-
結
成
し
た
の
が
「
反
セ
ム
主
義
防
止
協

会
」
　
で
あ
っ
た
。

読(--i)　Dieter Fricke u.a.(Hg.),Die burgerlichen Parteien in

D
e
u
t
s
c
h
l
a
n
d
,
L
e
i
p
z
i
g
1
9
6
8
/
7
0
,
B
d
.
I
,
S
.
3
7
-
3
8
.
伊
藤
定
良
「
近

代
ド
イ
ツ
に
お
け
る
反
ユ
ダ
ヤ
主
義
」
r
歴
史
学
論
文
集
』
(
日
本
大
学

史
学
科
五
〇
周
年
記
念
)
(
一
九
七
八
)
六
五
八
頁
。

(
2
)
　
下
村
由
一
「
ド
イ
ツ
三
月
前
期
に
お
け
る
r
ユ
ダ
ヤ
人
問
題
E
 
r
千

葉
大
人
文
研
究
』
九
(
一
九
八
〇
)
六
四
頁
。

(
c
o
)
　
R
a
g
i
n
s
,
a
.
a
.
0
.
,
S
.
4
.
R
e
i
n
h
a
r
d
R
i
i
r
u
p
,
,
,
J
u
d
e
n
e
m
a
n
z
i
p
a
t
i
o
n

u
n
d
 
b
u
r
g
e
r
l
i
c
h
e
 
G
e
s
e
l
l
s
c
h
a
f
t
 
i
n
 
D
e
u
t
s
c
h
l
a
n
d
.
'
,
i
n
:
　
d
e
r
s
.
,

E
m
a
n
z
i
p
a
t
i
o
n
u
n
d
A
n
t
i
s
e
m
i
t
i
s
m
u
s
.
G
o
t
t
i
n
g
e
n
1
9
7
5
,
S
.
1
6
.

(
4
)
　
下
村
'
前
掲
論
文
'
六
五
頁
。

(
5
)
　
近
藤
潤
三
「
近
代
ド
イ
ツ
の
反
ユ
ダ
ヤ
主
義
H
-
そ
の
成
立
条
件
と

構
造
を
中
心
に
-
「
社
会
科
学
論
集
』
　
二
三
二
九
八
三
)
六
四
頁
。

(
6
)
　
同
論
文
'
六
四
-
六
五
頁
。

(
7
)
　
R
e
i
n
h
a
r
d
 
R
i
i
r
u
p
,
　
D
i
e
 
J
u
d
e
n
f
r
a
g
e
I
 
d
e
r
 
b
u
r
g
e
r
l
i
c
h
e
n

G
e
s
e
l
l
s
c
h
a
f
t
 
u
n
d
 
d
i
e
 
E
n
t
s
t
e
h
u
n
g
 
d
e
s
 
m
o
d
e
r
n
e
n
 
A
n
-

t
i
s
e
m
i
t
i
s
m
u
s
"
,
i
n
:
d
e
r
s
.
.
a
.
a
.
O
,
S
.
8
2
.
こ
の
論
文
は
訳
さ
れ
て
い

る
。
ラ
イ
ン
バ
ル
ト
・
リ
ユ
ー
ル
プ
　
(
近
藤
潤
三
訳
)
「
市
民
社
会
の

r
ユ
ダ
ヤ
人
問
題
』
　
と
近
代
反
ユ
ダ
ヤ
主
義
の
成
立
」
『
社
会
科
学
論
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集
』
　
二
三
　
二
九
八
三
)
　
l
六
九
頁
。

(
8
)
　
三
月
前
期
の
南
ド
イ
ツ
諸
邦
(
バ
イ
エ
ル
ン
'
バ
ー
デ
ン
'
ヴ
ィ
ル

テ
ン
ベ
ル
ク
)
　
で
は
'
ユ
ダ
ヤ
教
徒
の
職
業
構
成
が
'
非
ユ
ダ
ヤ
教
徒

が
望
む
よ
う
に
少
し
ず
つ
変
化
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
詳
細
に
つ
い

て
は
t
 
R
i
i
r
u
p
…
J
u
d
e
n
e
m
a
n
z
i
p
a
t
i
o
n
.
.
.
"
,
S
.
2
6
-
2
7
を
参
照
。

(
9
)
　
世
紀
転
換
期
に
は
'
い
わ
ゆ
る
正
統
派
ユ
ダ
ヤ
教
徒
の
割
合
は
一
〇

～
l
五
%
を
占
め
る
に
す
ぎ
な
く
な
っ
て
い
た
　
S
c
h
o
r
s
c
h
,
a
.
a
.
0
.
,

S.19.

(
2
)
　
E
b
e
n
d
a
,
a
.
a
.
O
.
,
S
.
1
5
.

(
」
)
　
R
i
i
r
u
p
…
D
i
e
.
J
u
d
e
n
f
r
a
e
e
'
…
 
I
-
,
S
.
8
3
.
近
藤
訳
t
 
T
七
〇
頁
。

(
2
)
　
E
b
e
n
d
a
,
S
.
8
2
-
8
3
.
近
藤
訳
'
〓
ハ
九
-
一
七
〇
頁
。

(
1
)
　
詳
細
に
つ
い
て
は
t
 
S
c
h
o
r
s
c
h
,
a
.
a
.
0
.
,
S
.
1
4
.

2
)
　
R
i
i
r
u
p
,
a
.
a
.
0
.
,
S
.
9
0
.
近
藤
訳
'
1
八
〇
頁
。

(
2
)
　
E
b
e
n
d
a
,
S
.
8
7
-
9
1
.
近
藤
訳
'
一
七
五
-
1
八
〇
頁
。

C
2
)
　
E
b
e
n
d
a
,
S
.
9
2
.
近
藤
訳
t
 
l
八
二
頁
'
た
だ
し
'
文
中
冒
頭
で
あ

げ
た
0
・
ベ
ッ
ケ
ル
の
反
セ
ム
主
義
人
民
党
(
九
三
年
よ
り
ド
イ
ツ
改

革
党
)
　
は
'
反
ユ
ン
カ
ー
と
反
ユ
ダ
ヤ
と
い
う
中
間
層
の
直
接
的
利
害

に
密
着
し
た
形
で
運
動
す
る
が
'
ド
イ
ツ
支
配
階
級
の
支
持
を
失
っ
て

い
-
。
F
r
i
c
k
e
u
.
a
.
(
H
g
.
)
,
a
.
a
.
0
.
,
I
,
S
.
,
3
9
.
伊
藤
'
前
掲
論
文
'
六

」
　
o
r
-
。

(
　
;
)
　
R
i
i
r
u
p
,
a
.
a
.
0
.
,
S
.
9
4
.
近
藤
訳
t
 
l
八
四
-
1
八
五
頁
。

(
2
)
　
S
c
h
o
r
s
c
h
,
a
.
a
.
0
.
,
S
.
3
7
-
3
8
,
5
4
-
5
5
.
以
下
の
論
文
も
参
照
。
下
村

由
一
「
ト
ラ
イ
チ
ュ
ケ
F
わ
れ
わ
れ
の
見
通
し
』
-
訳
と
解
説
-
」
「
駒

沢
大
学
外
国
語
学
部
論
集
』
一
二
九
七
二
)
　
大
内
宏
一
「
一
八
七

九
-
八
〇
年
の
『
ベ
ル
リ
ン
・
反
ユ
ダ
ヤ
論
争
』
　
に
つ
い
て
」
木
村
時

十
、
一
-
1
　
ユ
'
I
r
ヤ
O
J
r
t
と
斗
ユ
>
・
ヤ
u
^
-
し
　
　
　
い
t
]
エ
J
^
-
L
U
i
'
;
1
.
ン
り
.
-

ズ

一

三

(

一

九

八

一

)

。

(
2
)
　
上
山
安
敏
「
反
ユ
ダ
ヤ
主
義
の
社
会
学
-
ド
イ
ツ
第
二
帝
制
期
の
社

会
分
析
」
r
法
学
論
叢
]
　
九
〇
巻
1
　
二
l
・
三
号
(
l
九
七
二
六
七

頁
。

(
g
)
　
L
e
v
y
.
a
.
a
.
0
.
,
S
.
4
0
-
4
1
.

(
S
3
)
　
R
a
g
i
n
s
,
a
.
a
.
O
.
,
S
.
8
6
.
S
c
h
o
r
s
c
h
,
a
.
a
.
O
.
,
S
.
1
0
4
.

二
へ
「
防
止
協
会
」
と
そ
の
活
動

一
八
九
〇
年
末
に
「
異
な
っ
た
政
治
信
条
や
宗
教
を
有
す
る
一
二
名

の
人
々
」
　
に
よ
り
国
会
議
事
堂
内
で
こ
の
組
織
は
設
立
さ
れ
た
と
「
防

止
協
会
」
　
の
週
刊
紙
『
情
報
』
　
は
l
八
九
二
年
の
第
言
下
で
伝
え
て
い

(
-
)

る
。
そ
し
て
'
翌
九
一
年
一
月
末
に
'
こ
の
「
防
止
協
会
」
　
へ
の
加
入

を
勧
誘
す
る
五
三
五
名
の
署
名
を
添
え
た
ア
ピ
ー
ル
が
出
さ
れ
て
い

る
。
そ
こ
で
は
'
大
量
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
'
新
聞
'
小
冊
子
の
中
で
'

公
民
的
同
権
を
認
め
ら
れ
て
い
る
ユ
ダ
ヤ
教
徒
が
'
た
だ
ユ
ダ
ヤ
教
徒

だ
と
い
う
だ
け
で
国
家
や
社
会
の
遺
徳
的
基
礎
を
危
く
す
る
も
の
と
し

て
甚
だ
し
い
中
傷
と
共
に
攻
撃
さ
れ
て
お
り
'
反
セ
ム
主
義
的
扇
動
の

目
的
が
公
民
的
同
権
の
破
棄
に
あ
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
反
セ

ム
主
義
運
動
は
農
村
地
方
に
と
り
わ
け
基
盤
を
有
し
'
さ
ら
に
他
に
広

が
っ
て
い
こ
う
と
し
て
い
る
'
そ
れ
を
で
き
る
だ
け
早
く
潰
し
て
い
く

の
は
'
ド
イ
ツ
国
民
の
'
そ
の
中
で
も
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
当
然
の
義
務

で
あ
る
。
様
々
な
宗
教
信
仰
の
ま
た
政
党
の
メ
ン
バ
ー
か
ら
な
る
署
名
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老
ら
は
'
反
セ
ム
主
義
防
止
協
会
を
設
立
し
'
言
葉
や
文
書
'
経
済
的

手
段
を
通
じ
て
反
セ
ム
主
義
と
戦
う
。
彼
ら
は
党
派
や
信
仰
の
違
い
に

関
係
な
-
'
同
胞
た
ち
に
こ
う
い
っ
た
企
て
を
支
援
し
'
こ
の
「
防
止

協
会
」
(
批
加
入
す
る
こ
と
を
願
い
と
し
て
呼
び
か
け
る
'
と
し
る
さ
れ

て
い
た
。
「
防
止
協
会
」
メ
ン
バ
1
の
職
業
構
成
そ
の
他
に
関
し
て
は
'

そ
の
記
録
が
紛
失
し
て
し
ま
っ
て
い
て
分
析
は
不
可
能
で
あ
る
が
'
研

究
者
B
・
ス
ッ
チ
ー
は
'
こ
の
「
防
止
協
会
」
設
立
当
初
の
署
名
者
に

関
し
て
次
の
よ
う
に
分
析
し
て
い
る
。
職
業
別
で
は
'
高
等
教
育
(
大

学
や
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
)
関
係
者
六
六
名
'
裁
判
官
1
七
名
へ
　
聖
職
者
二

五
名
、
そ
の
他
で
は
'
医
師
'
法
律
家
へ
　
商
業
関
係
'
銀
行
家
'
保
険

業
へ
印
刷
業
'
産
業
経
営
者
な
ど
が
見
ら
れ
'
い
わ
ゆ
る
教
養
・
有
産

市
民
層
か
ら
な
っ
て
い
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
ま
た
彼
ら
の
中
に
は
'

市
会
議
員
五
八
名
'
ラ
ン
ト
議
会
議
員
五
〇
名
'
市
長
七
名
'
ベ
ル
リ

ン
や
キ
ー
ル
'
マ
イ
ン
ツ
'
ヴ
ォ
ル
ム
ス
な
ど
の
大
都
市
市
長

l
o
r
d
-
m
a
y
e
r
)
九
名
'
ラ
イ
ヒ
議
会
議
員
五
i
ハ
名
が
見
ら
れ
'
ラ
イ

ヒ
議
会
議
員
の
党
派
の
内
訳
は
'
国
民
自
由
党
員
が
一
五
名
'
ド
イ
ツ

自
由
思
想
家
党
員
三
九
名
'
そ
の
他
は
地
方
リ
ベ
ラ
ル
左
派
諸
党
派
な

い
し
も
と
進
歩
党
の
無
党
派
で
あ
っ
た
。
こ
う
い
っ
た
こ
と
か
ら
'
彼

ら
は
政
治
的
に
は
リ
ベ
ラ
ル
な
い
し
リ
ベ
ラ
ル
左
派
と
見
倣
し
う
る
で

・

(

3

)

あ
ろ
う
。
「
防
止
協
会
」
　
の
議
長
職
に
も
そ
れ
が
あ
て
は
ま
る
。
初
代

議
長
は
ル
ド
ル
フ
・
フ
ォ
ン
・
グ
ナ
イ
ス
ト
(
一
八
一
六
-
九
五
)
'

彼
の
死
後
に
は
'
パ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
・
リ
ッ
ケ
ル
ト
(
一
八
三
三
-
一
九

〇
二
)
'
テ
オ
ド
ー
ル
・
バ
ル
ト
(
一
八
四
九
-
一
九
〇
九
)
が
続
き
へ

ゲ
オ
ル
グ
・
ゴ
ー
タ
イ
ン
二
八
五
七
I
l
九
四
〇
)
が
最
後
に
三
三

年
ま
で
「
防
止
協
会
」
を
指
導
し
た
。
初
代
議
長
グ
ナ
イ
ス
ト
は
著
名

な
法
律
家
で
あ
り
'
ベ
ル
リ
ン
大
教
授
も
務
め
た
政
治
家
で
も
あ
る
。

国
民
自
由
党
メ
ン
バ
ー
で
文
化
闘
争
や
社
会
民
主
主
義
に
対
す
る
立
法

を
支
援
し
た
が
へ
一
方
で
法
治
国
家
の
原
則
と
憲
法
に
基
づ
く
自
治
の

履
行
の
た
め
に
戦
っ
た
。
議
長
を
引
き
受
け
た
際
に
は
す
で
に
彼
は
七

四
歳
で
あ
り
'
実
際
'
最
初
か
ら
「
防
止
協
会
」
を
動
か
し
て
い
た
の

は
、
二
代
目
議
長
と
な
っ
た
リ
ッ
ケ
ル
ト
で
あ
ろ
う
。
彼
は
自
由
思
想

家
連
合
を
率
い
た
人
で
あ
-
'
バ
ル
ト
も
ゴ
ー
タ
イ
ン
も
そ
れ
に
参
加

(
4
)

し
て
い
た
。

メ
ン
バ
ー
数
は
、
成
立
直
後
'
急
速
に
増
え
て
い
る
。
九
一
年
三
月

に
は
約
三
'
〇
〇
〇
人
'
八
月
に
は
八
'
〇
〇
〇
人
'
九
1
年
末
に
は

約
三
t
C
?
9
0
人
'
九
三
年
二
月
ま
で
に
は
三
'
三
三
八
人
と

な
っ
て
い
る
。
九
七
年
末
に
は
約
一
八
'
〇
〇
〇
人
と
い
う
記
述
が
見

I
S

ら
れ
る
が
'
『
情
報
」
　
で
は
九
三
年
の
記
述
以
降
'
メ
ン
バ
ー
総
数
に

l
a

関
す
る
記
述
は
見
ら
れ
な
い
.
成
立
初
期
に
お
け
る
メ
ン
バ
ー
数
の
急

速
な
増
加
は
、
九
三
年
の
ラ
イ
ヒ
議
会
で
反
セ
ム
主
義
政
党
が
議
席
を

五
か
ら
一
六
へ
と
増
や
し
た
よ
う
に
反
セ
ム
主
義
の
高
揚
期
で
あ
っ
た

こ
と
を
反
影
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
こ
の
メ
ン
バ
ー
数
増
加
に

対
処
す
る
た
め
に
す
で
に
開
設
さ
れ
て
い
た
ベ
ル
リ
ン
の
事
務
所
に
加

え
'
九
1
年
に
は
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
に
事
務
所
が
開
設
さ
れ
た
。
九
三

年
に
は
両
事
務
所
は
そ
れ
ぞ
れ
担
当
区
域
を
分
け
'
前
者
が
ド
イ
ツ
北

部
を
、
後
者
が
ド
イ
ツ
南
部
'
南
西
部
'
ヘ
ッ
セ
ン
'
ラ
イ
ン
地
方
に

お
け
る
「
防
止
協
会
」
の
活
動
を
管
理
し
た
。
そ
れ
ら
よ
り
小
規
模
な

事
務
所
は
'
北
か
ら
カ
ッ
セ
ル
へ
　
ケ
ル
ン
'
マ
ー
ル
ブ
ル
ク
へ
　
ダ
ル
ム
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シ

ュ

タ

ッ

ト

'

カ

ー

ル

ス

ル

ー

エ

'

シ

ュ

ト

ゥ

ツ

ト

ゥ

ガ

ル

ト

'

ミ

ュ

(
8
)

ン
ヘ
ン
な
ど
に
存
在
し
た
。
ま
た
'
九
一
年
六
月
ウ
ィ
ー
ン
に
も
同
様

の
組
織
が
生
ま
れ
た
が
'
一
九
〇
八
年
ま
で
そ
れ
は
独
自
性
を
保
ち
'

せ
い
ぜ
い
'
〈
牧
害
に
よ
る
対
反
セ
ム
主
義
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
そ
の
活
動

と
し
て
い
た
。

「
防
止
協
会
」
　
の
反
セ
ム
主
義
に
対
す
る
具
体
的
防
衛
活
動
は
'
次

の
二
点
に
収
放
さ
れ
う
る
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
'
ノ
と
り
わ
け
出
版
活

動
を
通
じ
て
反
セ
ム
主
義
者
ら
の
中
傷
や
控
造
を
示
し
'
事
実
を
掲
げ

て
そ
れ
を
論
駁
す
る
こ
と
に
よ
り
人
々
を
啓
蒙
す
る
こ
と
。
も
う
一
つ

は
'
選
挙
に
お
い
て
反
セ
ム
主
義
者
が
立
候
補
し
て
い
る
際
に
は
'
そ

の
対
立
慌
補
を
そ
の
政
治
的
信
条
如
何
に
か
か
わ
ら
ず
支
援
す
る
こ

と
t
　
で
あ
る
。
法
廷
で
の
反
セ
ム
主
義
者
と
の
闘
争
は
'
反
セ
ム
主
義

者
の
主
張
を
広
め
る
場
と
な
り
、
彼
ら
を
英
雄
に
祭
り
上
げ
た
り
'
犠

牲
者
に
仕
立
て
あ
げ
か
ね
な
い
と
い
う
お
そ
れ
か
ら
「
防
止
協
会
」
　
で

は
最
初
か
ら
行
わ
れ
な
か
っ
た
O
　
ま
た
へ
集
会
を
開
催
し
て
講
演
を
初

期
に
は
行
っ
て
い
た
が
、
資
金
面
で
の
不
足
な
ど
か
ら
中
止
さ
れ
て
い

(川)

る
。
出
版
に
よ
る
啓
蒙
活
動
で
中
心
と
な
っ
た
の
は
'
一
八
九
一
年
九

月
二
一
日
か
ら
発
行
さ
れ
た
『
反
セ
ム
主
義
防
止
協
会
か
ら
の
情
報
』

で
あ
る
。
こ
れ
は
片
面
A
四
判
の
各
号
八
ペ
ー
ジ
か
ら
な
る
新
聞
形
式

の
も
の
で
'
内
容
は
'
反
セ
ム
主
義
を
扱
っ
た
シ
リ
ー
ズ
も
の
の
論
説

の
他
'
反
セ
ム
主
義
陣
営
の
動
向
'
防
衛
活
動
に
関
す
る
ニ
ュ
ー
ス
が

ド
イ
ツ
国
内
は
も
と
よ
り
'
近
隣
諸
国
に
お
け
る
も
の
ま
で
の
記
述
も

見
ら
れ
る
。
こ
れ
は
'
一
九
一
〈
咽
〉
年
頃
ま
で
は
各
号
七
'
0
0
0
-
九
'

〇
〇
〇
部
ほ
ど
ず
つ
発
行
さ
れ
'
一
九
一
一
年
か
ら
は
隔
週
出
版
と
な

っ
て
い
る
。
ま
た
'
そ
れ
の
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
版
が
『
新
聞
編
集
部
へ
の

通
伝
』
(
K
o
r
r
e
s
p
o
n
d
e
n
z
z
u
r
Z
e
i
t
u
n
g
s
r
e
d
a
k
t
i
o
n
)
と
し
て
各
号
約

三
〇
〇
部
ず
つ
r
情
報
」
発
行
日
の
二
日
前
に
作
成
さ
れ
'
自
由
主
義

3
)

系
の
新
聞
編
集
部
に
送
ら
れ
て
い
る
。
記
事
の
転
載
を
狙
っ
た
も
の
で

あ
ろ
う
。
そ
の
他
の
出
版
物
で
目
立
つ
も
の
は
'
『
反
セ
ム
主
遵
声
の

鏡
像
J
(
A
n
t
i
s
e
m
i
t
e
n
-
S
p
i
e
g
e
l
)
と
題
し
た
四
〇
〇
ペ
ー
ジ
以
上
か

ら
な
る
反
セ
ム
主
義
に
関
す
る
ポ
ケ
ッ
ト
版
解
説
書
で
あ
-
'
副
題
が

示
す
よ
う
に
'
キ
リ
ス
ト
教
'
法
へ
遺
徳
(
な
い
し
学
問
)
に
照
ら
し

合
わ
せ
て
反
セ
ム
主
義
を
理
解
・
分
析
し
、
そ
れ
を
論
駁
し
よ
う
と
す

3
漸
C

る
も
の
で
あ
っ
た
。
具
体
的
内
容
を
日
次
か
ら
概
観
す
れ
ば
'
反
セ
ム

主
義
者
の
中
傷
に
対
抗
す
る
資
料
と
し
て
'
ユ
ダ
ヤ
教
徒
の
人
口
や
犯

罪
者
の
統
計
'
農
民
や
手
工
業
者
と
し
て
の
ユ
ダ
ヤ
人
に
関
す
る
歴
史
'

高
利
貸
や
新
聞
と
ユ
ダ
ヤ
人
'
軍
隊
内
で
の
ユ
ダ
ヤ
人
の
業
績
へ
ユ
ダ

ヤ
教
に
関
す
る
解
説
(
タ
ル
ム
ー
ド
と
道
徳
哲
学
'
宗
教
に
定
め
ら
れ

た
屠
殺
方
法
や
宗
教
上
の
誓
い
'
儀
式
殺
人
の
否
定
)
'
ま
た
'
他
に

は
'
諸
政
党
と
ユ
ダ
ヤ
人
問
題
'
反
セ
ム
主
義
運
動
(
そ
の
成
立
'
目

標
、
闘
争
様
式
'
反
セ
ム
主
義
の
権
威
者
た
ち
'
議
会
内
で
の
動
き
'

反
セ
ム
主
義
と
キ
リ
ス
ト
教
と
の
関
係
)
'
「
防
止
協
会
」
　
の
紹
介
な
ど

が
見
ら
れ
'
反
セ
ム
主
義
的
な
中
傷
や
(
痢
撃
に
対
し
て
'
理
性
と
事
実

を
提
示
す
る
こ
と
に
よ
り
答
え
て
い
る
。
ま
た
へ
『
情
報
』
　
の
記
事
を

(
3

ま
と
め
た
小
冊
子
類
の
他
'
多
数
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
チ
ラ
シ
を
発
行

し
て
い
る
。
こ
う
い
っ
た
出
版
活
動
は
'
反
セ
ム
主
義
者
を
改
心
さ
せ

る
と
い
う
よ
り
'
組
織
の
名
称
が
示
す
と
う
り
'
せ
い
ぜ
い
反
セ
ム
主

義
の
害
毒
が
広
が
っ
て
い
く
こ
と
を
防
止
す
る
と
い
う
点
に
存
在
意
義
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が
あ
っ
た
と
し
か
言
え
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
事
実
'
「
防
止
協
会
」

は
一
八
九
六
年
段
階
で
自
ら
の
役
割
を
'
反
セ
ム
主
義
に
対
す
る
闘
争

の
中
で
諸
政
党
を
助
け
る
こ
と
で
あ
り
'
単
独
で
圧
力
団
体
と
な
る
こ

(S)

と
で
は
な
い
と
定
義
し
て
い
る
。

そ
の
よ
う
な
「
防
止
協
会
」
が
繰
り
返
し
て
主
張
し
た
こ
と
は
'
前

述
の
と
う
-
'
選
挙
戦
の
際
'
反
セ
ム
主
義
者
の
当
選
阻
止
を
最
優
先

と
見
倣
す
こ
と
で
あ
っ
た
。
一
八
九
七
年
二
月
五
日
へ
　
ベ
ル
リ
ン
で
開

か
れ
た
「
防
止
協
会
」
　
の
幹
部
会
会
議
で
は
'
オ
ッ
フ
ェ
ン
ブ
ル
ク
の

弁
護
士
で
民
主
主
義
派
の
指
導
者
ム
ー
サ
ー
が
釆
た
る
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル

ク
で
の
ラ
ン
ト
議
会
補
欠
選
挙
に
関
連
し
て
反
セ
ム
主
義
者
よ
り
も
国

民
自
由
党
員
を
よ
り
大
き
な
悪
で
あ
る
と
宣
言
し
た
事
例
が
取
り
上
げ

ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
『
情
報
』
　
は
断
固
と
し
た
態
度
を
と
ら
ね
ば
な

ら
な
い
と
し
て
'
こ
の
会
議
で
の
参
加
者
の
発
言
が
三
月
六
日
号
で
紹

(
」
)

介
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
'
来
年
の
ラ
イ
ヒ
議
会
選
挙
に
対
す
る
「
防

止
協
会
」
の
対
策
が
討
議
さ
れ
'
一
致
し
た
決
定
事
項
と
し
て
'
選
挙

に
お
い
て
反
セ
ム
主
義
者
が
立
候
補
し
て
い
る
際
に
は
'
対
立
候
補
が

ど
の
政
党
に
属
し
て
い
よ
う
と
は
っ
き
り
と
反
セ
ム
主
義
に
反
対
す
る

s

人
間
な
ら
ば
支
援
し
投
票
す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
'

自
分
た
ち
の
政
治
的
信
条
-
-
ベ
ラ
ル
ー
を
離
れ
て
も
反
セ
ム
主
義
者

の
当
選
を
妨
げ
よ
う
と
し
て
い
る
。
そ
の
理
由
は
'
こ
の
討
論
参
加
者

の
l
人
が
述
べ
て
い
る
よ
う
に
'
「
反
セ
ム
主
義
運
動
は
'
最
終
的
に

l

1

9

-

は
'
ユ
ダ
ヤ
教
徒
で
は
な
-
自
由
主
義
に
対
し
て
向
い
て
い
る
」
か
ら

で
あ
る
。
彼
ら
の
こ
う
し
た
認
識
は
'
す
で
に
一
八
九
三
年
段
階
か
ら

「
防
止
協
会
」
　
の
副
議
長
で
国
民
自
由
党
員
で
あ
る
文
書
館
員
ゲ
オ
ル

(
2
0
)

グ
・
ウ
ィ
ン
タ
ー
に
よ
っ
て
『
情
報
』
　
の
中
で
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
。

彼
の
言
葉
を
引
用
し
て
み
よ
う
。
「
今
日
も
ま
た
'
反
セ
ム
主
義
諸
政

党
の
あ
ら
ゆ
る
憎
悪
は
何
よ
り
も
ま
ず
自
由
主
義
に
対
し
て
向
け
ら
れ

て
い
る
。
意
識
し
て
定
期
的
に
反
セ
ム
主
義
者
の
集
会
に
か
よ
っ
て
み

れ
ば
'
あ
ら
ゆ
る
講
演
者
が
'
ユ
ダ
ヤ
人
に
対
す
る
と
同
じ
ほ
ど
'
い

や
'
そ
れ
以
上
に
自
由
主
義
に
対
し
て
激
怒
し
て
攻
撃
を
し
て
い
る
こ

(
2
1
)

と
が
わ
か
る
」
そ
し
て
彼
は
、
こ
の
憎
悪
が
リ
ベ
ラ
ル
左
派
の
み
に
で

は
な
く
穏
健
自
由
主
義
に
も
向
け
ら
れ
て
い
る
の
だ
か
ら
'
自
由
主
義

陣
営
は
'
共
通
の
敵
に
対
し
て
一
つ
に
ま
と
ま
っ
て
戦
わ
ね
ば
な
ら
な

(
2
2
)

い
こ
と
を
主
張
す
る
。
さ
ら
に
'
自
由
主
義
の
成
果
で
あ
る
ユ
ダ
ヤ
人

解
放
を
反
セ
ム
主
義
者
は
破
棄
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
だ
か
ら
'
そ
れ

に
対
抗
す
る
の
は
す
べ
て
の
自
由
主
義
者
の
義
務
で
あ
る
と
し
て
い

(
2
3
)

る
。
さ
て
'
こ
の
「
防
止
協
会
」
が
確
認
し
た
反
セ
ム
主
義
者
の
当
選

阻
止
の
方
針
は
自
由
主
義
者
ら
に
よ
っ
て
た
び
た
び
無
視
さ
れ
'
「
防

止
協
会
」
を
苛
立
た
せ
た
。
と
り
わ
け
「
防
止
協
会
」
　
の
意
図
が
裏
切

ら
れ
た
の
は
'
決
戦
投
票
(
S
t
i
c
h
w
a
h
l
)
で
反
セ
ム
主
義
者
と
S
P
D

の
候
補
者
が
争
う
場
合
で
あ
っ
た
。
政
党
の
利
害
か
ら
考
え
た
際
'
彼

ら
自
由
主
義
者
に
と
っ
て
は
'
議
会
内
の
小
派
閥
で
あ
る
反
セ
ム
主
義

者
よ
り
も
t
 
S
P
D
の
ほ
う
が
驚
異
的
な
存
在
で
あ
っ
た
　
C
^
p
L
h
Q
へ

の
票
の
増
加
'
ま
た
そ
れ
ま
で
議
席
を
有
し
て
い
た
選
挙
区
で
の
s
P

D
に
対
す
る
敗
退
。
こ
う
い
っ
た
こ
と
は
'
く
だ
ら
な
い
反
セ
ム
主
義

5
)

者
の
演
説
よ
り
も
彼
ら
に
と
っ
て
は
重
大
問
題
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。

一
九
〇
四
年
四
月
一
六
日
の
ベ
ル
リ
ン
で
の
「
防
止
協
会
」
総
会
で
議

長
T
・
バ
ル
ト
は
'
組
織
の
選
挙
介
入
の
成
果
を
さ
ら
に
高
め
る
た
め
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次
の
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
。
「
我
々
が
選
挙
で
支
援
し
う
る
候
補
者
'

選
挙
委
員
会
な
い
し
政
党
と
は
、
事
前
に
我
々
に
次
の
点
を
確
約
し
て

い
る
人
々
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
'
反
セ
ム
主
義
者
と
反
セ
ム
主
義
者
で

な
い
候
補
者
-
後
者
は
た
と
え
s
P
D
で
あ
ろ
う
と
そ
う
で
あ
る
-
の

問
の
決
戦
投
票
と
な
っ
た
際
に
は
'
き
っ
ぱ
り
と
反
セ
ム
主
義
者
の
ほ

う
に
反
対
し
t
 
s
p
D
メ
ン
バ
ー
を
そ
の
際
t
　
よ
り
小
さ
な
悪
と
見
な

i
;
n
i

し
'
選
ぶ
こ
と
で
あ
る
。
」
し
か
し
こ
の
原
則
は
'
皮
肉
な
こ
と
に
'

一
九
〇
七
年
の
ラ
イ
ヒ
議
会
選
挙
の
際
に
'
前
述
の
「
防
止
協
会
」
副

議
長
ウ
ィ
ン
タ
ー
自
身
に
よ
っ
て
否
定
さ
れ
る
結
果
と
な
っ
た
.
二
月

二
七
日
号
の
『
情
報
」
　
は
'
こ
の
選
挙
で
国
民
自
由
党
の
み
な
ら
ず
リ

ベ
ラ
ル
左
派
も
ま
た
反
セ
ム
主
義
者
を
支
援
し
た
選
挙
区
名
を
掲
げ
'

ウ
ィ
ン
タ
ー
も
反
セ
ム
主
義
者
に
投
票
す
る
よ
う
公
式
に
呼
び
か
け
た

(

8

)

と
い
う
事
実
を
示
し
て
い
る
。
彼
は
'
自
分
自
身
ア
イ
ゼ
ナ
ハ
で
の
選

挙
に
出
馬
し
て
破
れ
た
後
に
'
残
っ
た
反
セ
ム
主
義
者
と
S
P
D
候
補

(
2
7
)

者
と
の
問
の
決
戦
投
票
で
前
者
を
支
持
し
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
よ

-
彼
は
'
議
長
バ
ル
ト
か
ら
「
防
止
協
会
」
脱
退
を
要
求
さ
れ
'
や
め

て
い
る
。
同
年
三
月
二
目
の
「
防
止
協
会
」
総
会
で
バ
ル
ト
は
'
「
特

別
の
場
合
だ
た
の
で
反
セ
ム
主
義
者
の
選
出
を
支
援
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
か
っ
た
と
述
べ
る
人
々
」
に
は
決
し
て
譲
歩
し
な
い
こ
と
を
述
べ
て

い
る
。
『
よ
-
高
い
』
　
立
場
か
ら
の
考
察
や
『
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
j
利
害

に
よ
-
'
自
分
は
s
p
D
メ
ン
バ
ー
を
選
ぶ
っ
も
-
は
な
い
の
で
反
セ

ム
主
義
者
を
支
持
し
た
」
と
い
っ
た
都
合
の
い
い
言
い
訳
は
通
ら
な
い
。

「
我
々
に
と
っ
て
の
敵
は
反
セ
ム
主
義
で
あ
り
'
我
々
は
と
り
わ
け
こ

の
組
織
の
指
導
部
内
に
'
如
何
な
る
場
合
も
最
大
の
敵
は
反
セ
ム
主
義

者
だ
と
い
う
見
解
を
持
て
な
い
者
が
存
在
す
る
こ
と
を
許
せ
な
い
。
反

セ
ム
主
義
者
は
-
中
略
-
激
烈
な
s
p
D
メ
ン
バ
ー
よ
-
も
'
我
々
の

国
家
や
社
会
の
秩
序
に
と
っ
て
は
よ
-
危
険
な
侵
害
者
で
あ
る
」
と
彼

(
2
8
)

は
述
べ
た
。
彼
の
発
言
は
'
そ
の
後
の
討
論
の
結
果
へ
　
全
会
一
致
で
支

じ
呪
[

持
さ
れ
て
い
る
。
自
由
主
義
思
想
の
成
果
で
あ
る
ユ
ダ
ヤ
人
解
放
を
'

彼
ら
の
公
民
的
同
権
を
擁
護
し
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
彼
ら
の

理
想
と
'
政
党
内
で
の
政
策
的
利
害
を
党
員
と
し
て
追
求
し
'
自
ら
の

政
治
的
信
条
に
反
す
る
人
々
な
い
し
政
党
と
も
党
利
の
た
め
に
適
合
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
も
あ
る
と
い
う
彼
ら
の
現
実
と
の
ギ
ャ
ッ
プ

が
'
こ
の
「
防
止
協
会
」
　
の
選
挙
介
入
と
い
う
活
動
に
読
み
取
れ
よ

I
S

註
(
^
)
　
M
V
A
,
1
8
9
2
,
S
.
I
.
し
か
し
'
活
動
の
初
期
に
は
こ
の
「
防
止
協
会
」

が
専
ら
キ
リ
ス
ト
教
徒
に
よ
っ
て
創
設
さ
れ
た
こ
と
が
弟
調
さ
れ
て
い

る
。
そ
れ
は
'
反
セ
ム
主
義
に
対
す
る
闘
争
の
際
に
は
ま
だ
ユ
ダ
ヤ
教

徒
が
目
立
つ
こ
と
が
ユ
ダ
ヤ
教
徒
の
側
で
も
戦
術
的
に
望
ま
し
-
な
い

と
さ
れ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
'
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
の
銀
行
家
で

慈
善
活
動
家
の
C
h
a
l
e
s
L
.
H
a
l
l
g
a
r
t
e
n
や
反
シ
オ
ニ
ス
ト
で
あ
り
'
前

述
の
九
三
年
に
成
立
し
た
反
セ
ム
主
義
的
攻
撃
防
止
委
員
会
を
設
立
し

た
P
a
u
-
N
a
t
h
a
n
な
ど
の
ユ
ダ
ヤ
教
徒
も
こ
の
一
二
名
の
中
に
入
っ
て

い
た
　
S
u
c
h
y
,
a
.
a
.
0
.
,
(
I
)
,
S
.
2
0
7
-
2
0
8
.

(
<
n
)
　
M
V
A
,
1
9
0
1
,
S
.
3
3
.

(
p
j
)
　
S
u
c
h
y
,
a
.
a
.
0
.
,
(
I
)
,
S
.
2
0
9
.

(
-
t
)
　
E
b
e
n
d
a
,
S
.
2
1
5
-
2
1
9
.
S
c
h
o
r
s
c
h
,
a
.
a
.
0
.
,
S
.
8
6
-
8

(
m
)
　
E
b
e
n
d
a
,
S
.
8
2
.
S
u
c
h
y
,
a
.
a
.
0
.
.
S
.
2
1
0
.
M
V
A
,
1
8
9
3
,
S
.
4
4
0
.
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(
<
」
>
)
　
A
n
t
i
s
e
m
i
t
e
n
-
S
p
i
e
g
e
1
.
D
i
e
 
A
n
t
i
s
e
m
i
t
e
n
 
i
m
 
L
i
c
h
t
 
d
e
s

C
h
r
i
s
t
e
n
t
h
u
m
s
,
d
e
s
R
e
c
h
t
s
u
n
d
d
e
r
W
i
s
s
e
n
s
c
h
a
f
t
,
D
a
n
z
i
g
2
.

A
n
f
1
.
1
9
0
0
,
S
.
5
3
.

(
7
)
　
そ
れ
ほ
ど
目
立
っ
た
メ
ン
バ
ー
数
の
増
加
は
な
か
っ
た
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。
お
そ
ら
く
'
九
三
年
の
「
中
央
協
会
」
　
の
設
立
に
よ
り
'
次

第
に
ユ
ダ
ヤ
人
の
支
援
が
「
中
央
協
会
」
　
へ
移
っ
て
い
っ
た
こ
と
も
そ

れ
に
反
影
し
て
い
よ
う
。

(
o
o
)
　
S
u
c
h
y
,
a
.
a
.
0
.
,
(
I
)
,
S
.
2
1
4
.

(
<
y
>
)
　
S
c
h
o
r
s
c
h
,
a
.
a
.
0
.
,
S
.
8
3
.

(
2
)
　
E
b
e
n
d
a
,
S
.
8
3
-
8
4
.

(
」
)
　
S
u
c
h
y
,
a
.
a
.
O
.
,
(
I
)
,
S
.
2
0
9
.

2
)
　
M
V
A
,
1
8
9
3
,
S
.
4
4
0
,
1
8
9
7
,
S
.
7
3
.

(
1
)
　
本
章
註
(
6
)
を
参
照
。
l
八
九
二
年
版
で
は
'
副
題
の
最
後
は

W
i
s
s
e
n
s
c
h
a
f
で
は
な
く
M
o
r
a
l
と
な
っ
て
い
る
。

(
3
)
　
A
n
t
i
s
e
m
i
t
e
n
-
S
p
i
e
g
e
l
,
D
a
n
z
i
g
1
8
9
2
,
S
.
3
6
9
-
3
7
2
.

r
l
)
　
例
え
ば
'
A
b
w
e
h
r
v
e
r
e
i
n
　
(
H
g
.
)
,
D
e
r
 
p
o
l
i
t
i
s
c
h
e
 
A
n
t
i
s
e
m
i
-

t
i
s
m
u
s
v
o
n
1
9
0
3
-
1
9
0
7
,
B
e
r
l
i
n
1
9
0
7
,
D
e
r
s
.
(
H
e
.
)
,
D
i
e
J
u
d
e
n
i
m

H
e
e
r
e
,
B
e
r
l
i
n
l
〔
1
9
1
0
〕
.
C
u
r
t
 
B
u
r
g
e
r
,
D
e
u
t
s
c
h
t
u
m
 
u
n
d
J
u
d
e
n
-

t
u
r
n
,
B
e
r
l
i
n
1
9
1
3
.

(
2
)
　
S
u
c
h
y
,
a
.
a
.
0
.
,
(
D
,
S
.
2
3
1
.

(
5
)
　
M
V
A
,
1
8
9
7
,
S
.
7
3
-
7
6
.

(
2
)
　
-
-
ヴ
ィ
は
「
防
止
協
会
」
　
の
創
設
メ
ン
バ
ー
の
一
人
で
幹
部
会
メ

ン
バ
ー
で
あ
る
ベ
ル
リ
ン
大
教
授
ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト
・
ウ
ェ
ー
バ
ー
は
そ

れ
に
反
対
.
し
て
い
る
と
述
べ
て
い
る
が
'
彼
は
こ
の
原
則
に
は
こ
こ
で

賛
同
し
て
い
る
　
M
V
A
,
1
8
9
7
,
S
.
7
5
,
7
7
.
L
e
v
y
.
a
.
a
.
0
.
,
S
.
2
8
9
,

(
2
)

(
8
)

(K)
(
&
*
¥

(
V
*
^

NoteNo.49.

M
V
A
,
1
8
9
7
,
S
.
7
4
.

M
V
A
,
1
8
9
3
,
S
.
2
5
-
2
6
,
1
8
9
4
,
S
.
3
0
5
,
1
8
9
5
,
S
.
1
1
4
,
2
9
8
.
S
u
c
h
y
,

a.a.O.,(I),S.224.

M
V
A
,
1
8
9
5
,
S
.
2
9
8
.

自
由
主
義
陣
営
は
一
八
八
四
年
へ
　
ビ
ス
マ
ル
ク
の
保
護
関
税
政
策
・

社
会
政
策
に
反
対
し
た
国
民
自
由
党
左
派
と
進
歩
党
の
連
合
で
成
立
し

た
ド
イ
ツ
自
由
思
想
家
党
と
国
民
自
由
党
に
分
か
れ
て
い
た
が
'
前
者

(
リ
ベ
ラ
ル
左
派
)
は
九
三
年
五
月
に
カ
ブ
-
ヴ
ィ
の
軍
事
予
算
に
対

す
る
闘
争
で
自
由
思
想
家
人
民
党
と
自
由
思
想
家
連
合
へ
と
さ
ら
に
分

裂
し
て
い
′
つ
た
。
九
〇
年
の
ラ
イ
ヒ
議
会
選
挙
で
リ
ベ
ラ
ル
左
派
は
六

六
議
席
を
有
し
て
い
た
が
'
分
裂
後
の
九
三
年
選
挙
で
は
人
民
党
が
二

四
'
連
合
が
一
三
の
計
三
七
議
席
へ
と
後
退
し
て
い
る
。

M
V
A
,
1
8
9
5
,
S
.
2
9
8
.
S
u
c
h
y
,
a
.
a
.
O
.
,
(
I
)
,
S
.
2
3
0
-
2
3
1
.

M
a
r
j
o
r
i
e
 
L
a
m
b
e
r
t
i
,
"
L
i
b
e
r
a
l
s
,
S
o
c
i
a
l
i
s
t
s
a
n
d
 
t
h
e
 
D
e
f
e
n
c
e

a
g
a
i
n
s
t
A
n
t
i
s
e
m
i
t
i
s
m
i
n
t
h
e
W
i
l
h
e
l
m
i
n
i
a
n
P
e
r
i
o
d
"
,
i
n
:
Y
e
a
r

B
o
o
k
(
L
e
o
B
a
e
c
k
l
n
s
t
i
t
u
t
e
)
2
5
(
1
9
8
0
)
,
S
.
1
5
5
.

M

V

A

,

1

9

0

4

,

S

.

1

2

2

.

L

e

v

y

,

a

.

a

.

0

.

,

S

.

1

4

8

.

ま

た

t

 

T

・

バ

ル

ト

自
身
'
反
セ
ム
主
義
に
関
す
る
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
中
で
t
 
s
p
D
と
の

協
同
に
よ
っ
て
の
み
そ
れ
を
克
服
で
き
る
と
い
う
考
え
を
持
っ
て
い
た
。

H
e
r
m
a
n
n
B
a
h
r
,
D
e
r
A
n
t
i
s
e
m
i
t
i
s
m
u
s
.
E
i
n
l
n
t
e
r
n
a
t
i
o
n
a
l
e
s
l
n
-

t
e
r
v
i
e
w
,
B
e
r
l
i
n
1
8
9
4
,
S
.
1
8
-
1
9
.
S
u
c
h
y
,
a
.
a
.
0
.
,
(
I
)
,
S
.
2
1
8
.

M
V
A
,
1
9
0
7
,
S
.
6
7
.
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S
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5
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(
g
j
)
　
M
V
A
,
1
9
0
7
,
S
.
7
6
.

三
へ
「
防
止
協
会
」
の
防
衛
対
象

私
は
t
 
V
e
r
e
i
n
 
z
u
r
A
b
w
e
h
r
 
d
e
s
 
A
n
t
i
s
e
m
i
t
i
s
m
u
s
(
A
b
w
e
h
r
-

v
e
r
e
i
n
)
　
に
そ
の
活
動
内
容
か
ら
「
反
セ
ム
主
義
防
止
協
会
」
　
の
訳
語

を
あ
て
た
が
'
こ
の
A
b
w
e
h
r
に
は
「
防
止
」
　
の
ほ
か
に
「
防
衛
」
と

い
う
意
味
が
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
で
は
'
こ
の
「
防
止
協

会
」
は
反
セ
ム
主
義
か
ら
一
体
何
を
「
防
衛
」
す
る
た
め
の
協
会
だ
っ

た
の
で
あ
ろ
う
か
。
前
章
で
示
し
た
と
こ
ろ
の
'
「
防
止
協
会
」
を
反

セ
ム
主
義
者
当
選
阻
止
に
駆
り
立
て
た
際
の
ド
イ
ツ
自
由
主
義
者
ら
の

認
識
-
す
な
わ
ち
'
反
セ
ム
主
義
は
自
由
主
義
に
と
っ
て
最
も
危
険
な

敵
で
あ
る
と
い
う
こ
と
I
を
考
慮
す
れ
ば
'
「
防
止
協
会
」
は
'
専
ら

ド
イ
ツ
・
ユ
ダ
ヤ
教
徒
の
権
利
な
い
し
利
害
の
み
を
「
防
衛
」
す
る
人

道
主
義
的
組
織
で
あ
る
と
は
必
ず
し
も
言
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
事
実
'

『
情
報
』
　
に
は
そ
れ
に
反
す
る
よ
う
な
主
張
が
'
「
防
止
協
会
」
　
の
上

層
部
に
よ
っ
て
示
さ
れ
て
い
る
場
合
が
見
ら
れ
る
ー
1
1
1
1
日
で
言
え
ば
'

そ
れ
は
'
ユ
ダ
ヤ
人
憎
悪
な
い
し
反
セ
ム
主
義
は
ユ
ダ
ヤ
教
徒
の
側
に

も
責
任
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
『
情
報
』
一
八
九
三
年
の
一
二

月
三
一
日
号
に
は
'
キ
リ
ス
ト
教
徒
と
ユ
ダ
ヤ
教
徒
の
結
婚
に
つ
い
て

の
問
題
を
き
っ
か
け
に
ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
の
教
区
教
会
会
議
で
反
セ

ム
主
義
的
論
争
が
生
じ
て
い
る
こ
と
が
掲
げ
ら
れ
'
『
プ
ロ
テ
ス
タ
ン

テ
ィ
ッ
シ
ェ
・
ツ
ァ
イ
ト
シ
ュ
テ
ィ
メ
』
　
八
号
に
於
い
て
「
あ
る
平
信

徒
」
が
論
じ
た
エ
バ
ン
グ
-
ツ
ユ
教
会
の
反
セ
ム
主
義
へ
の
姿
勢
に
つ

い
て
か
ら
の
抜
粋
が
掲
載
さ
れ
た
。
そ
こ
で
は
'
エ
バ
ゲ
リ
ッ
シ
ュ
教

会
内
の
反
セ
ム
主
義
が
非
難
さ
れ
る
一
方
へ
　
キ
リ
ス
ト
教
徒
と
ユ
ダ
ヤ

教
徒
の
結
婚
が
「
ユ
ダ
ヤ
教
徒
へ
の
最
良
の
伝
道
」
と
見
倣
さ
れ
て
い

る
。
と
い
う
の
は
'
そ
う
し
て
生
ま
れ
た
子
供
は
ふ
つ
う
キ
リ
ス
ト
教

徒
と
し
て
育
て
ら
れ
る
か
ら
で
あ
r
O
o
そ
し
て
こ
の
「
乎
信
徒
」
は
'

「
火
の
な
い
所
に
煙
は
た
た
ぬ
」
と
し
て
'
確
か
に
長
年
の
ユ
ダ
ヤ
教

徒
に
対
す
る
抑
圧
に
よ
っ
て
生
じ
た
も
の
で
は
あ
る
が
'
そ
れ
に
よ
り

彼
ら
に
見
ら
れ
る
異
質
の
風
俗
'
習
慣
'
道
徳
な
ど
が
'
ユ
ダ
ヤ
人
憎

悪
を
か
き
た
て
て
い
る
の
だ
か
ら
'
ユ
ダ
ヤ
教
徒
に
も
責
任
が
あ
る
と

述
べ
る
。
そ
し
て
'
選
民
で
あ
る
と
い
う
主
張
を
目
立
た
せ
て
人
を
不

快
に
し
た
り
憤
慨
さ
せ
た
り
す
る
よ
う
な
儀
式
上
の
行
損
や
慣
習
の
多

く
の
異
質
な
色
彩
を
除
外
す
べ
き
こ
と
も
述
べ
て
い
る
。
こ
の
著
者

は
'
「
防
止
協
会
」
創
設
時
の
ア
ピ
ー
ル
に
も
署
名
し
た
「
防
止
協
会
」

幹
部
会
メ
ン
バ
ー
で
あ
り
'
ベ
ル
-
ン
大
教
授
で
著
名
な
イ
ン
ド
学
者

(
2
)

で
あ
っ
た
ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト
・
ウ
ェ
ー
バ
ー
で
あ
っ
た
。
確
か
に
-
こ
う

い
っ
た
異
教
徒
間
結
婚
ま
で
は
勧
め
な
い
と
は
い
え
-
同
様
な
見
解

は
'
ウ
エ
ー
バ
ー
と
同
じ
く
「
防
止
協
会
」
　
の
ア
ピ
ー
ル
に
署
名
し
た

ベ
ル
リ
ン
大
学
教
授
テ
オ
ド
ー
ル
・
モ
ム
ゼ
ン
に
も
見
ら
れ
る
。
彼
は

一
八
八
〇
年
に
著
し
た
『
我
が
ユ
ダ
ヤ
人
に
関
す
る
も
う
二
一
亘
　
の
中

で
'
偉
大
な
国
民
の
中
へ
入
っ
て
い
く
た
め
に
は
犠
牲
が
必
要
だ
と
し

て
'
彼
ら
の
側
で
も
'
で
き
る
限
り
そ
の
特
異
性
を
捨
て
去
り
'
他
の

ド
イ
ツ
人
同
胞
と
の
間
の
柵
を
取
り
去
る
義
務
が
あ
る
と
述
べ
て
い

f
a

る
。
し
か
し
'
こ
う
い
っ
た
考
え
方
が
'
「
防
止
協
会
」
　
の
上
層
部
に
　
6
 
1

一
般
的
に
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
た
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
そ
れ
は
'



ウ
エ
ー
バ
ー
に
反
論
し
た
ベ
ル
リ
ン
の
法
律
家
で
銀
行
家
の
パ
イ
ン
リ

ヒ
・
メ
イ
ヤ
ー
・
コ
ー
ン
の
発
言
か
ら
う
か
が
え
る
。
彼
は
ユ
ダ
ヤ
教

徒
で
あ
-
'
「
防
止
協
会
」
創
設
時
か
ら
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
と
共
に

幹
部
会
メ
ン
バ
ー
で
も
あ
っ
た
。
「
宗
教
で
あ
れ
-
-
無
害
で
は
あ
る

が
異
質
の
慣
習
で
あ
れ
'
そ
れ
ら
の
放
棄
を
ユ
ダ
ヤ
教
徒
に
要
求
す
る

自
由
主
義
者
は
自
由
主
義
の
原
則
に
反
し
た
行
動
を
し
て
い
る
。
」
「
そ

こ
で
は
'
す
べ
て
の
住
民
が
精
神
的
に
も
ユ
ニ
ホ
ー
ム
を
着
け
る
の
だ

か
ら
ユ
ダ
ヤ
教
徒
も
ま
た
『
同
化
』
さ
れ
う
る
と
い
う
国
家
が
理
想
と

し
て
頭
に
浮
か
ん
で
い
る
。
」
　
こ
う
い
っ
た
偏
狭
な
愛
国
主
義
的
国
家

(
4
)

観
に
ウ
ェ
ー
バ
ー
や
モ
ム
ゼ
ン
は
囚
わ
れ
て
い
る
と
彼
は
述
べ
た
。

1
防
止
協
会
」
と
し
て
も
立
場
を
明
確
に
せ
ざ
る
を
え
ず
'
次
の
こ
と

が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
'
「
防
止
協
会
」
の
使
命
は
ユ
ダ
ヤ
教

徒
の
同
胞
の
公
民
的
同
権
の
擁
護
で
あ
り
'
ユ
ダ
ヤ
教
内
の
宗
教
上
の

こ
と
に
は
干
渉
す
る
意
図
は
な
い
こ
と
'
ま
た
へ
　
他
宗
教
や
国
家
か
ら

ユ
ダ
ヤ
教
へ
の
干
渉
が
行
わ
れ
'
そ
れ
を
「
防
止
協
会
」
も
承
認
す
る

場
合
が
あ
る
と
す
れ
ば
'
ユ
ダ
ヤ
教
の
慣
習
が
公
益
や
一
般
的
道
徳
を

侵
害
す
る
場
合
で
あ
り
'
た
だ
異
質
だ
か
ら
人
々
の
感
情
を
害
す
る
と

い
う
よ
う
な
も
の
に
は
そ
の
排
除
を
要
求
す
る
理
由
を
認
め
な
い
こ

と
'
そ
し
て
へ
　
そ
う
い
っ
た
も
の
の
改
革
は
宗
教
共
同
体
自
身
に
よ
-

(

5

)

内
側
か
ら
行
わ
れ
る
べ
き
こ
と
t
　
で
あ
っ
た
。
「
防
止
協
会
」
内
で
は

幹
部
会
に
お
い
て
も
キ
リ
ス
ト
教
徒
と
ユ
ダ
ヤ
教
徒
が
共
同
で
活
動
し

て
い
た
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
'
こ
れ
は
当
然
の
結
果
と
も
言
え
よ
う
。

し
か
し
'
ユ
ダ
ヤ
教
徒
に
「
非
ユ
ダ
ヤ
化
」
を
あ
か
ら
さ
ま
に
要
求
す

る
こ
と
ま
で
は
否
定
し
た
「
防
止
協
会
」
　
は
へ
　
そ
の
逆
の
方
向
に
は
'

す
な
わ
ち
'
ユ
ダ
ヤ
人
意
識
を
強
化
し
'
ド
イ
ツ
人
と
し
て
の
存
在
を

否
定
す
る
シ
オ
ニ
ズ
ム
に
対
し
て
は
'
一
貫
し
て
強
烈
な
嫌
悪
感
を
示

(
6
)

し
た
。
「
ユ
ダ
ヤ
教
徒
の
ド
イ
ツ
人
」
と
い
う
立
場
で
「
防
止
協
会
」

に
集
ま
っ
た
ユ
ダ
ヤ
教
徒
と
キ
リ
ス
ト
教
徒
に
と
っ
て
'
シ
オ
ニ
ズ
ム

は
共
通
の
敵
で
あ
っ
た
と
も
言
え
よ
う
。
反
セ
ム
主
義
に
対
す
る
防
衛

が
そ
の
活
動
で
あ
っ
た
「
防
止
協
会
」
が
シ
オ
ニ
ズ
ム
を
攻
撃
す
る
際

に
使
っ
た
言
い
回
し
は
'
「
そ
れ
〔
シ
オ
ニ
ズ
ム
〕
は
'
ユ
ダ
ヤ
教
徒

が
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
同
胞
に
同
化
す
る
の
を
妨
げ
'
そ
れ
に
よ
り
直
接
'

(
7
)

反
セ
ム
主
義
運
動
を
助
け
て
い
る
。
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
一
八
九

七
年
八
月
二
九
日
の
バ
ー
ゼ
ル
で
の
第
一
回
シ
オ
ニ
ス
ト
大
会
に
も

「
防
止
協
会
」
は
注
意
を
払
い
'
「
ド
イ
ツ
と
フ
ラ
ン
ス
の
ユ
ダ
ヤ
教

徒
に
共
通
す
る
の
は
'
宗
教
と
'
反
セ
ム
主
義
の
時
代
に
は
少
し
の
ユ

ダ
ヤ
人
憎
悪
に
他
な
ら
な
い
。
-
-
し
か
し
そ
れ
〔
憎
悪
〕
は
'
異
質

の
個
人
を
国
際
的
に
結
び
つ
け
る
も
の
で
は
あ
り
え
な
い
」
と
述
べ
て

I
t
c
}

い
る
o
ド
イ
ツ
の
初
期
シ
オ
ニ
ス
寸
は
'
迫
害
さ
れ
て
い
る
東
方
ユ
ダ

ヤ
人
た
ち
の
た
め
に
安
住
の
地
を
建
設
す
る
こ
と
を
目
指
し
'
自
ら
は

ド
イ
ツ
人
で
あ
る
こ
と
を
否
定
す
る
意
図
を
持
っ
て
い
な
か
っ
た
が
'

「
防
止
協
会
」
は
シ
オ
ニ
ズ
ム
を
そ
の
よ
う
に
は
分
析
し
て
い
な
い
。

彼
ら
は
'
シ
オ
ニ
ズ
ム
が
狙
う
点
を
次
の
二
`
つ
と
考
え
た
。
す
な
わ
ち
'

権
利
を
剥
奪
さ
れ
た
ユ
ダ
ヤ
人
に
住
み
良
い
所
へ
移
る
機
会
を
与
え
る

こ
と
へ
　
そ
し
て
'
ユ
ダ
ヤ
人
と
し
て
の
部
族
的
統
一
性
　
(
S
t
a
ヨ
・

m
e
s
e
i
g
e
n
s
c
h
a
f
t
)
を
形
成
し
'
そ
の
目
標
は
「
良
き
ド
イ
ツ
国
民
」

に
な
る
と
い
う
の
で
は
な
く
ユ
ダ
ヤ
人
国
家
設
立
時
の
た
め
彼
ら
を
成

i
s
*

熟
さ
せ
る
こ
と
t
　
で
あ
る
。
そ
し
て
シ
オ
ニ
ス
ト
が
狙
う
の
は
と
り
わ

サ
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け
後
者
で
あ
る
と
し
た
「
防
止
協
会
」
は
'
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。
つ

ま
り
'
シ
オ
ニ
ズ
ム
は
'
今
ま
で
反
セ
ム
主
義
的
傾
向
に
染
ま
っ
て
い

な
か
っ
た
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
ド
イ
ツ
人
た
ち
を
反
セ
ム
主
義
的
傾
向
に

向
か
わ
せ
る
も
の
で
あ
り
'
反
セ
ム
主
義
同
様
'
キ
リ
ス
ト
教
徒
な
い

し
ユ
ダ
ヤ
教
徒
の
ド
イ
ツ
人
の
心
理
に
不
吉
な
作
用
を
も
た
ら
す
。
よ

(
_
o
)

っ
て
'
こ
れ
ら
両
者
か
ら
で
き
る
だ
け
早
く
群
れ
よ
。

そ
ん
な
中
で
'
「
防
止
協
会
」
は
l
九
l
二
年
に
雑
誌
冒
方
術
監
視

者
J
(
K
u
n
s
t
w
a
r
t
)
で
展
開
さ
れ
た
論
争
に
巻
き
込
ま
れ
た
。
こ
の
論

争
は
'
若
い
シ
オ
ニ
ス
ト
M
・
ゴ
ー
ル
ド
シ
ュ
タ
イ
ン
が
『
ド
イ
ツ
・

ユ
ダ
ヤ
人
の
文
芸
界
』
(
D
e
u
t
s
c
h
-
j
i
i
d
i
s
c
h
e
r
 
P
a
r
n
a
s
s
)
と
題
し
て
'

ド
イ
ツ
の
文
学
の
中
で
の
ユ
ダ
ヤ
人
に
つ
い
て
扱
っ
た
こ
と
か
ら
始
ま

る
。
そ
こ
で
は
'
ド
イ
ツ
文
芸
界
の
中
に
次
第
に
ユ
ダ
ヤ
系
作
家
が
目

立
ち
'
ド
イ
ツ
文
化
が
あ
た
か
も
ユ
ダ
ヤ
人
の
手
中
に
あ
る
か
の
よ
う

に
思
わ
れ
'
非
ユ
ダ
ヤ
人
の
側
か
ら
そ
れ
に
対
す
る
非
難
が
始
ま
-
'

ユ
ダ
ヤ
人
は
異
邦
人
と
見
倣
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
こ
と
が
ま
ず

述
べ
ら
れ
る
。
そ
し
て
'
そ
ん
な
状
況
で
は
'
ユ
ダ
ヤ
人
は
ド
イ
ツ
文

学
全
般
か
ら
身
を
引
い
て
'
ド
イ
ツ
の
文
壇
か
ら
分
か
れ
彼
ら
自
身
の

そ
れ
を
形
成
す
る
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
と
い
う
苦
悩
を
示
し
た
も
の

=

だ
っ
た
。
そ
の
論
争
に
加
わ
っ
た
反
セ
ム
主
義
者
シ
ュ
タ
ウ
フ
が
'
ド

イ
ツ
・
ユ
ダ
ヤ
人
の
諸
組
織
な
ど
に
対
す
る
中
傷
と
共
に
'
「
防
止
協

会
」
は
'
受
洗
ユ
ダ
ヤ
人
'
ユ
ダ
ヤ
系
'
な
い
し
ユ
ダ
ヤ
教
徒
の
妻
を

持
つ
者
や
ユ
ダ
ヤ
人
に
大
い
に
依
存
し
て
い
る
人
々
の
集
団
で
あ
り
'

(
2
)

ユ
ダ
ヤ
人
の
国
際
的
組
織
に
属
し
て
い
る
と
述
べ
た
こ
と
'
そ
の
こ
と

に
「
防
止
協
会
」
は
反
論
す
る
こ
と
で
さ
ら
に
シ
オ
ニ
ズ
ム
に
対
す
る

態
度
を
示
す
こ
と
に
な
っ
た
。
一
九
一
二
年
一
〇
月
二
八
日
の
「
防
止

協
会
」
総
会
で
議
長
G
・
ゴ
ー
タ
イ
ン
は
'
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。
「
特

殊
ユ
ダ
ヤ
文
化
を
ド
イ
ツ
民
族
(
V
o
l
k
)
の
中
に
新
た
に
作
-
上
げ
る

の
は
不
可
能
で
あ
る
。
我
々
は
'
ユ
ダ
ヤ
教
徒
の
同
胞
が
我
々
の
文
化

の
発
展
に
協
力
す
る
こ
と
を
欲
す
。
と
い
う
の
は
'
我
々
は
彼
ら
を
ド

イ
ツ
人
と
見
倣
L
t
彼
ら
の
文
化
が
ド
イ
ツ
文
化
で
あ
る
と
知
っ
て
い

る
か
ら
で
あ
る
。
-
-
ド
イ
ツ
語
を
母
国
語
と
す
る
者
は
'
ド
イ
ツ
文

化
を
有
し
て
い
る
。
-
-
我
々
は
完
全
な
融
合
過
程
を
欲
し
へ
　
分
離
さ

れ
た
ど
の
文
化
を
も
欲
し
な
い
。
民
族
内
民
族
を
欲
し
な
い
。
そ
の
過

ヽ

程
を
反
セ
ム
主
義
が
妨
害
し
よ
う
と
L
t
　
あ
る
程
度
ま
で
そ
う
し
て
い

3

る
の
で
'
我
々
は
そ
れ
と
戦
う
。
」
そ
し
て
「
防
止
協
会
」
委
員
会
メ

ン
バ
ー
の
L
・
ハ
ー
ス
が
「
ド
イ
ツ
人
と
ユ
ダ
ヤ
人
」
と
題
し
た
講
領

を
行
い
'
そ
の
中
で
'
ド
イ
ツ
・
ユ
ダ
ヤ
人
が
単
な
る
宗
教
共
同
体
で

な
い
こ
と
は
認
め
る
が
'
そ
れ
は
歴
史
的
に
形
成
さ
れ
た
ド
イ
ツ
民
族

の
特
別
な
部
分
で
あ
り
'
思
考
の
基
礎
が
ド
イ
ツ
文
化
で
あ
る
こ
と
を

主
張
す
る
。
よ
っ
て
へ
　
国
際
法
的
に
保
証
さ
れ
た
祖
国
を
建
設
す
る
こ

と
は
ロ
シ
ア
の
ユ
ダ
ヤ
人
に
は
意
義
が
あ
っ
て
も
'
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の

国
民
と
し
て
の
ユ
ダ
ヤ
教
徒
の
状
況
の
改
善
に
は
何
ら
寄
与
し
な
い
こ

と
'
さ
ら
に
'
ド
イ
ツ
・
ユ
ダ
ヤ
人
が
ド
イ
ツ
民
族
に
属
し
て
い
な
い

IX!

と
発
言
す
る
こ
と
は
大
き
な
危
険
で
あ
る
こ
と
'
を
の
べ
た
。
そ
れ
を

受
け
て
議
長
ゴ
ー
タ
イ
ン
は
'
「
シ
オ
ニ
ズ
ム
と
戦
う
の
は
'
ま
ず
ユ

ダ
ヤ
教
徒
の
同
胞
自
身
の
事
で
あ
り
義
務
」
　
で
あ
る
と
し
な
が
ら
も
'

「
我
々
は
一
致
し
た
民
族
(
V
o
l
k
)
で
あ
ろ
う
と
す
る
た
め
'
ま
た
'

こ
の
同
化
を
さ
ら
に
進
め
て
い
こ
う
と
す
る
た
め
'
シ
オ
ニ
ズ
ム
と
戦
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(
_
5
)

わ
ね
ば
な
ら
な
い
」
と
締
め
く
く
っ
て
い
る
。

以
上
か
ら
'
「
防
止
協
会
」
　
の
「
防
衛
」
に
関
し
て
ど
の
よ
う
な
こ

と
が
言
え
る
で
あ
ろ
う
か
。

反
セ
ム
主
義
が
自
由
主
義
の
最
大
の
敵
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
'
「
防

止
協
会
」
に
と
っ
て
は
'
ド
イ
ツ
・
ユ
ダ
ヤ
人
が
「
同
じ
公
民
権
を
有

す
る
ユ
ダ
ヤ
教
徒
の
ド
イ
ツ
国
民
」
　
で
あ
る
こ
と
を
否
定
す
る
こ
と
に

・

　

・

　

・

　

・

　

・

よ
り
'
反
セ
ム
主
義
が
そ
の
同
権
を
認
め
た
憲
法
を
否
定
し
よ
う
と
し

た
こ
と
を
意
味
す
る
と
こ
ろ
か
ら
生
じ
る
。
ま
た
'
「
防
止
協
会
」
に

と
っ
て
'
シ
オ
ニ
ズ
ム
も
同
じ
く
「
ド
イ
ツ
国
民
」
と
い
う
部
分
を
否

定
す
る
こ
と
で
反
セ
ム
主
義
を
助
成
す
る
存
在
と
映
っ
た
。
よ
っ
て
'

こ
う
い
っ
た
こ
と
か
ら
'
「
防
止
協
会
」
に
と
っ
て
最
重
要
な
こ
と
は
'

「
ユ
ダ
ヤ
教
徒
の
ド
イ
ツ
国
民
」
　
の
権
利
の
擁
護
と
い
う
よ
-
も
'
憲

法
に
謡
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
第
二
帝
制
期
に
お
い
て
実
現
し
て
い
く
こ

と
'
つ
ま
り
'
侵
害
さ
れ
て
い
た
「
法
治
国
家
」
思
想
の
防
衛
'
そ
し

て
そ
の
実
現
で
あ
っ
た
と
言
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
ま
た
'
ユ
ダ

ヤ
教
徒
の
同
権
の
擁
護
は
'
「
防
止
協
会
」
に
と
っ
て
「
ユ
ダ
ヤ
人
」

の
保
持
で
は
な
-
'
「
ユ
ダ
ヤ
人
」
の
「
ド
イ
ツ
人
」
化
'
い
わ
ゆ
る

同
化
の
た
め
の
行
為
で
あ
っ
た
と
も
言
え
よ
う
。
そ
こ
に
は
'
ユ
ダ
ヤ

人
解
放
過
程
で
解
放
を
擁
護
し
た
ド
イ
ツ
自
由
主
義
者
ら
に
見
ら
れ
た

特
色
が
残
存
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
二
点
は
'
は
た
し
て
整
合
す
る
で
あ

ろ
う
か
。

註
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,
S
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2
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.
S
c
h
o
r
s
c
h
,

a
.
a
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0
.
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(
I
)
,
S
.
9
9
.
S
u
c
h
y
,
a
.
a
.
0
.
,
(
I
)
,
S
.
2
2
6
.
大
内
'
前
掲
論
文
'
二

四
-
二
五
頁
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(
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ォ

蝣
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M

V

A

,

1

8

9

4

,

S

.

2

1

,

S

u

c

h

y

,

a

.

a

.

0

.

,

S

.

2

2

8

.

(
m
)
　
M
V
A
,
1
8
9
4
,
S
.
9
.
一
八
九
七
年
の
「
防
止
協
会
」
幹
部
会
会
議
で
'

ユ
ダ
ヤ
教
徒
の
間
に
不
正
が
あ
る
場
合
'
「
防
止
協
会
」
と
し
て
そ
れ

に
言
及
し
立
ち
向
か
う
活
動
を
行
う
か
ど
う
か
が
討
議
さ
れ
'
そ
こ
で

も
ウ
ェ
ー
バ
ー
と
コ
ー
ン
は
論
争
を
行
っ
て
い
る
が
'
結
局
'
「
防
止

協
会
」
と
し
て
の
そ
う
い
っ
た
行
動
は
'
そ
こ
で
は
否
定
さ
れ
て
い
る
。

注
口
す
べ
き
こ
と
は
'
議
長
リ
ッ
ケ
ル
ト
も
ウ
ェ
ー
バ
ー
と
根
本
的
に

は
同
意
見
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
.
し
か
し
徒
は
'
そ
れ
を
実
行
す
る
こ

と
が
非
常
に
困
難
で
あ
る
点
を
述
べ
て
い
る
　
M
V
A
,
1
8
9
7
,

S
.
7
4
-
7
6
.
ま
た
'
ウ
ェ
I
バ
I
が
示
し
た
よ
う
な
主
張
は
'
そ
の
後
も

「
情
報
』
　
で
示
さ
れ
て
い
る
。
「
少
数
派
が
自
己
を
教
育
す
る
ほ
う
が
'

大
多
数
が
理
性
を
身
に
つ
け
る
よ
り
簡
単
で
あ
る
。
個
々
人
の
行
為
の

芸
任
を
全
体
に
負
わ
せ
る
の
が
不
正
で
あ
る
よ
う
に
-
・
・
・
誰
に
も
憎
悪

の
原
因
を
与
え
な
い
こ
と
は
良
い
こ
と
だ
。
」
　
こ
れ
を
ユ
ダ
ヤ
人
が
行

う
べ
き
活
動
と
し
て
示
し
て
い
る
　
M
V
A
.
1
9
0
0
,
S
.
2
.

(
6
)
　
「
パ
レ
ス
チ
ナ
に
ユ
ダ
ヤ
人
社
会
を
再
建
す
る
こ
と
で
ユ
ダ
ヤ
N
a
・

t
i
o
n
　
を
再
生
す
る
こ
と
を
琅
終
口
的
と
す
る
運
動
」
に
人
種
的
反
セ
ム

主
義
に
対
し
て
「
人
種
的
セ
ム
主
義
」
　
の
名
が
あ
て
ら
れ
て
い
る
。

M
V
A
,
1
8
9
3
,
S
.
4
7
7
.
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10　9　8　7

M
V
A
,
1
8
9
7
,
S
.
2
9
3
.

M
V
A
,
1
8
9
7
,
S
.
2
8
4
-
2
8
5
.

M
V
A
,
1
9
0
3
,
S
.
3
0
7
.

M
V
A
,
1
9
0
3
,
S
.
3
0
8
.
シ
オ
ニ
ス
ト
の
側
に
も
同
様
の
発
言
が
見
ら

れ
る
。
一
九
〇
〇
年
末
か
ら
ド
イ
ツ
・
ユ
ダ
ヤ
人
の
側
で
は
'
彼
ら
す

べ
て
を
代
表
し
'
様
々
な
利
害
を
代
弁
し
う
る
よ
う
な
組
織
な
い
し
機

関
設
立
に
関
す
る
話
し
合
い
が
始
ま
る
。
ド
イ
ツ
ユ
ダ
ヤ
人
総
会
議

(
J
u
d
e
n
t
a
g
)
と
呼
ば
れ
た
そ
れ
に
関
す
る
話
し
合
い
に
シ
オ
ニ
ス
ト
も

参
加
し
た
。
シ
オ
ニ
ス
ト
自
身
の
大
会
で
も
そ
れ
が
討
議
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
中
で
'
シ
オ
ニ
ス
ト
の
一
人
は
'
自
由
主
義
が
ユ
ダ
ヤ
人
を
「
非

ユ
ダ
ヤ
化
」
し
た
こ
と
を
述
べ
'
自
由
主
義
か
ら
離
れ
よ
'
ユ
ダ
ヤ
人

保
護
隊
　
(
J
u
d
e
n
s
c
h
u
t
z
t
r
u
p
p
e
)
か
ら
離
れ
よ
と
述
べ
て
い
る
。

M
V
A
,
1
9
0
1
,
1
7
-
1
8
,
2
6
-
2
7
.
そ
う
い
っ
た
こ
と
を
受
け
て
「
防
止
協

会
」
議
長
リ
ッ
ケ
ル
ト
は
'
「
防
止
協
会
」
が
そ
の
活
動
を
ユ
ダ
ヤ
人

の
た
め
だ
け
に
行
っ
て
い
る
の
で
は
な
く
'
我
々
自
身
の
た
め
に
も
行

っ
て
い
る
の
だ
と
述
べ
て
い
る
　
M
V
A
,
1
9
0
1
,
S
.
3
7
.
S
u
c
h
y
,

a
.
a
.
0
.
,
(
D
,
S
.
2
3
3
-
2
3
4
,
な
お
'
こ
の
J
u
d
e
n
t
a
g
に
関
し
て
は
t
 
M
a
r
-

j
o
r
i
e
 
L
a
m
b
e
r
t
i
,
 
"
T
h
e
 
A
t
t
e
m
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t
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J
e
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B
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J
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P
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W
i
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G
e
r
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"
,
i
n
:

C
e
n
t
r
a
l
E
u
r
o
p
e
a
n
H
i
s
t
o
r
y
3
(
1
9
7
0
)
を
参
照
。

M
V
A
,
1
9
1
2
,
S
.
1
4
3
-
1
4
4
.
I
m
 
d
e
u
t
s
c
h
e
n
 
R
e
i
c
h
.
Z
e
i
t
s
c
h
r
i
f
t

d
e
s
 
C
e
n
t
r
a
l
v
e
r
e
i
n
s
 
d
e
u
t
s
c
h
e
r
 
S
t
a
a
t
s
b
u
r
g
e
r
 
v
j
u
d
i
s
c
h
e
n

G
l
a
u
b
e
n
s
(
以
下
I
D
R
と
略
記
)
,
B
e
r
l
i
n
1
9
1
2
,
S
.
4
3
7
-
4
5
0
.
彼
自
身
'

こ
の
論
争
を
回
想
し
て
い
る
　
M
o
r
i
t
z
 
G
o
l
d
s
t
e
i
n
.
 
"
G
e
r
m
a
n

J
e
w
r
y
'
s
D
i
l
e
m
m
a
b
e
f
o
r
e
1
9
1
4
"
,
i
n
:
Y
e
a
r
B
o
o
k
(
L
e
o
B
a
e
c
k
l
n
-

s
t
i
t
u
t
e
)
2
(
1
9
5
7
)
.

(
2
)
　
M
V
A
,
1
9
1
2
,
S
.
1
4
1
-
1
4
2
,
1
8
3
-
1
8
4
.
S
u
c
h
y
,
a
.
a
.
0
.
,
(
I
)
,
S
.
2
2
2
.

(
2
)
　
M
V
A
,
1
9
1
2
,
S
.
1
8
4
.

(
3
)
　
M
V
A
,
1
9
1
2
,
S
.
1
8
8
-
1
8
9
.

2
3
)
　
M
V
A
,
1
9
1
2
,
S
.
1
9
1
.

四
へ
「
防
止
協
会
」
と
「
中
央
協
会
」
1
結
び
に
か
え
て
-

最
後
に
'
前
章
で
述
べ
た
「
防
止
協
会
」
　
の
「
防
衛
」
を
反
セ
ム
主

ヽ

義
に
対
す
る
防
衛
と
い
う
枠
組
の
中
で
捉
え
る
た
め
に
'
「
中
央
協
会
」

の
「
防
衛
」
と
比
較
し
て
み
た
い
。
両
組
織
は
ド
イ
ツ
・
ユ
ダ
ヤ
人
を

「
ユ
ダ
ヤ
教
徒
の
ド
イ
ツ
国
民
」
　
で
あ
る
と
す
る
立
場
か
ら
活
動
を
行

っ
た
。
結
論
を
言
え
ば
'
「
防
止
協
会
」
は
'
法
治
国
家
思
想
の
防
衛

を
目
指
し
な
が
ら
も
'
憲
法
が
認
め
た
は
ず
の
「
ユ
ダ
ヤ
教
徒
の
ド
イ

ツ
国
民
」
と
い
う
立
場
を
完
全
な
意
味
で
防
衛
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

°

　

°

　

°

換
言
す
れ
ば
'
「
防
止
協
会
」
に
は
'
ド
イ
ツ
・
ユ
ダ
ヤ
人
が
ド
イ
ツ

°

　

°

国
民
で
あ
る
こ
と
こ
そ
が
大
切
な
の
で
あ
り
'
ユ
ダ
ヤ
教
徒
で
あ
る
か

否
か
は
さ
ほ
ど
重
要
で
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
「
中
央
協
会
」
は
'

自
ら
が
「
ユ
ダ
ヤ
教
徒
の
ド
イ
ツ
国
民
」
　
で
あ
る
か
ら
'
自
ら
の
権
利

を
自
衛
す
る
義
務
が
あ
る
と
し
て
反
セ
ム
主
義
に
対
す
る
法
廷
闘
争
を

始
め
た
。
そ
れ
が
目
立
っ
た
成
果
を
上
げ
な
い
中
で
'
ド
イ
ツ
・
ユ
ダ

ヤ
人
の
間
に
は
'
キ
リ
ス
ト
教
に
改
宗
し
た
り
'
幼
児
洗
礼
を
ほ
ど
こ

す
こ
と
で
反
セ
ム
主
義
か
ら
免
れ
よ
う
と
す
る
「
受
洗
ユ
ダ
ヤ
人
」
の

(
-
)

数
が
次
第
に
増
加
し
て
い
く
。
「
中
央
協
会
」
で
は
こ
の
傾
向
を
な
ん
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と
か
抑
制
し
よ
う
と
し
て
'
1
受
洗
ユ
ダ
ヤ
人
」
を
反
セ
ム
主
義
者
よ

-
も
邪
悪
な
存
在
と
見
倣
す
と
共
に
'
ユ
ダ
ヤ
人
で
あ
る
と
い
う
こ
と
'

す
な
わ
ち
へ
ユ
ダ
ヤ
的
本
質
が
'
単
に
ユ
ダ
ヤ
教
の
信
者
を
意
味
す
る

の
み
な
ら
ず
'
ユ
ダ
ヤ
人
と
し
て
の
社
会
的
・
歴
史
的
な
背
景
と
文
化

的
遺
産
を
共
有
す
る
一
つ
の
系
統
(
S
t
a
ヨ
m
)
で
あ
る
と
し
'
同
時
に

そ
の
こ
と
は
'
ド
イ
ツ
国
民
な
い
し
ド
イ
ツ
人
で
あ
る
こ
と
と
は
矛
盾

(

3

)

し
な
い
の
で
あ
る
と
主
張
し
'
活
動
し
た
。
シ
オ
ニ
ズ
ム
に
関
し
て
言

え
ば
'
「
中
央
協
会
」
は
'
そ
れ
が
急
進
化
L
t
と
く
に
若
い
シ
オ
ニ

ス
ト
が
「
ド
イ
ツ
国
民
」
で
あ
る
こ
と
を
否
定
し
て
パ
レ
ス
チ
ナ
移
住

を
主
張
し
'
組
織
の
前
面
に
出
て
-
る
一
九
一
二
年
頃
ま
で
は
'
シ
オ

KM.

ニ
ス
ト
と
決
裂
し
て
い
な
い
。
反
セ
ム
主
義
に
対
す
る
自
衛
と
い
う
点

で
は
、
初
期
シ
オ
ニ
ス
ト
と
「
中
央
協
会
」
は
十
分
共
存
し
え
た
と
言

え
る
.
 
。
「
中
央
協
会
」
は
'
大
切
な
の
は
ド
イ
ツ
人
た
ら
ん
と
欲
す
る

意
志
を
ド
イ
ツ
・
ユ
ダ
ヤ
人
が
持
っ
て
い
る
か
否
か
で
あ
る
と
し
て
'

'
^
"
-
)

自
分
た
ち
の
ド
イ
ツ
人
意
識
を
強
調
し
た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
'
「
中

央
ぼ
会
」
は
あ
く
ま
で
「
ユ
ダ
ヤ
教
徒
の
ド
イ
ツ
国
民
」
と
い
う
立
場

を
維
持
し
た
。
こ
の
点
で
は
'
「
防
止
協
会
」
は
「
受
洗
ユ
ダ
ヤ
人
」

の
増
加
に
対
し
て
は
何
ら
対
処
は
行
わ
な
か
っ
た
。
反
セ
ム
主
義
者
の

主
張
に
論
処
を
与
え
る
こ
と
に
な
る
が
故
に
唾
棄
す
べ
き
と
い
っ
た
'

シ
オ
ニ
ズ
ム
む
け
と
同
じ
論
法
を
'
「
防
止
協
会
」
は
「
受
洗
ユ
ダ
ヤ

人
」
に
対
し
て
は
使
っ
て
い
_
な
い
。
確
か
に
二
九
二
年
の
「
防
止

協
会
」
総
会
で
は
'
「
受
洗
ユ
ダ
ヤ
人
」
　
の
事
が
議
題
に
の
ぼ
っ
て
い

る
。
そ
こ
で
は
'
反
セ
ム
主
義
か
ら
逃
げ
る
た
め
に
改
宗
す
る
と
い
う

こ
と
は
非
-
ベ
ラ
ル
な
思
想
に
屈
す
る
と
い
う
こ
と
で
'
そ
の
よ
う
な

連
中
を
他
の
ユ
ダ
ヤ
教
徒
の
ド
イ
ツ
国
民
か
ら
区
別
し
'
断
固
と
し
て

立
ち
向
か
う
べ
き
で
は
と
の
意
見
が
出
さ
れ
た
。
し
か
し
そ
れ
に
対
し
'

議
長
ゴ
ー
タ
イ
ン
は
、
誰
が
ユ
ダ
ヤ
教
徒
で
誰
が
受
洗
ユ
ダ
ヤ
人
か
'

ま
た
誰
が
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
系
統
か
は
ど
う
で
も
よ
い
こ
と
で
あ
り
'

'

蝣

'

-

C

I

個
人
の
権
利
は
信
仰
に
全
く
依
存
し
な
い
と
し
て
却
下
し
て
い
る
。

「
招
動
の
中
心
に
あ
る
の
は
宗
教
信
仰
に
お
け
る
同
権
の
獲
得
で
あ

る
」
と
も
述
べ
て
い
た
「
防
止
協
会
」
　
で
は
'
「
ユ
ダ
ヤ
教
徒
」
　
の
保

持
に
つ
と
め
な
か
っ
た
と
言
え
よ
う
。
も
ち
ろ
ん
一
八
九
〇
年
末
の
「
防

止
協
会
」
の
成
立
は
'
そ
の
中
で
ド
イ
ツ
・
ユ
ダ
ヤ
人
が
「
ド
イ
ツ
人
」

°

　

°

と
し
て
反
セ
ム
主
義
に
対
す
る
闘
争
に
直
接
参
加
す
る
こ
と
を
可
能
に

(
8
)

し
た
。
け
れ
ど
も
、
裏
を
か
え
せ
ば
'
「
ユ
ダ
ヤ
教
徒
」
と
し
て
の
利

害
な
い
し
「
ユ
ダ
ヤ
的
本
質
」
を
擁
護
す
る
こ
と
は
「
防
止
協
会
」
　
で

は
な
か
な
か
困
難
で
あ
り
'
「
ユ
ダ
ヤ
教
徒
」
　
の
「
ド
イ
ツ
国
民
」
を

完
全
に
擁
護
す
る
た
め
に
は
'
「
ユ
ダ
ヤ
教
徒
」
　
で
あ
る
こ
と
を
も
防

衛
活
動
の
対
象
に
す
る
な
に
か
他
の
組
織
を
必
要
と
す
る
と
い
う
問
題

性
を
「
防
止
協
会
」
'
ひ
い
て
は
ド
イ
ツ
自
由
主
義
者
は
'
有
し
て
い

た
と
言
え
よ
う
。
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(2) Especially, the attempt to paticipate in the Legislative Yuan was criticized violently by

the Shanghai branch of the KMT. The expulsion of Feng Hsiao-Shan was the result of his

defeated challenge to the KMT rule in the political tutelage period.

Die Abwehr gegen den Antisemitismus
im Wilhelminischen Deutschland

-Die Bedeutung des Vereins zur

Abwehr des Antisemitismus (AV)-

von Hiroaki Nagata

Wenn man uber die Abwehr gegen den Antisemitismus im Wilhelminischen Deutschland

denkt, ist der Centralverein deutscher Staatsburger沖deschen Glaubens (CV) haupts云chlich

als Forschungsgegenstand behanadelt worden, der 1893 von deutschen Juden gegr凸ndet

wurde. Er bezeichnete deutsche Juden als ,,deustsche Staatsb丘rger j凸dischen Glaubens" und

bek五mpfte den Antisermtismus um die Selbstverteidigung ihrer Rechte und Pflichten, die

von der Reichsverfassung anerkannt worden waren.

Der in dieser Abhandlung behandelte Verein zur Abewehr des Antisemitismus (AV) ist der

erste Abwehrorganisation, die am Ende 1890 von deutschen Liberalisten mit den Juden

zusammen gegriindet wurde. Wie der CV, bezeichnete der AV auch deutsche Juden als

deutsche Mitbiirger jiidischen Glaubens und machte die Aufklえrungsarbeit hauptsえchlich

durch Zeitungen, Buchern, Broschuren und Flugschriften. Aber diese beide Organisationen

hatten bis um 1911 nicht so fest mitgearbeitet. Im AV gab es Antipathie bzw. Zweifel

dagegen, daβ die deutschen Juden nicht lieber als Deutschen, sondern als Juden zusam-

menstehen. Das bedeutet seme Stellung;

1) gegen den Ziomsmus,

2) gegen die in j凸discher Religion und den Gewohnheiten noch stehenden

Eigentiimlichkeiten.

Und lm AV war eine Gleichgiirtigkeit gegen die Zunahme der sog.,, getauften Juden" auf-

fallend. Im CV dagegen wurde diese Tendenz stark bek且mpft.

Daraus wird in dieser Abhandlung die Folgerung gezogen, dafl es fur AV wichtig war, die

deutschen Juden seien nur Deutschen, w且hrend es f也r ihn gleichgurtig war, sie seien die

Glaubigen der judischen Religion. Hier kann man auch den Gedanke der Emanzipa-

tionsverteidiger des 19. Jahrhunderts sehen, da″ die Juden als Ersatz fur die Emanzipation

ihre ,,Sonderbarkeiten aufgeben sollen. Deshalb war der AV nicht genug, um die Stellung, ,,deutsche

Staatsbiirger iudischen Glaubens vollig zu verteidigen.

tosho-seibi-repo
長方形




